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取取取りりり付付付けけけ要要要領領領

注注注 このキットはモデル 41712 またはモデル 41713 と一
緒に取り付けます。

はははじじじめめめににに
GeoLink散水システムキットは、Toro Multi Pro芝生散
水車両用のアタッチメントであり、商業用途で専門に雇
われたオペレーターが使用することを目的としていま
す。これは、高度な管理を受けている公園やゴルフ
場、スポーツフィールド、商用目的で使用される芝生に
散水することを主たる目的として製造されています。こ
の機械は本来の目的から外れた使用をすると運転者本
人や周囲の人間に危険な場合があります。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた適切な方法
でご使用ください。この製品を適切かつ安全に使用す
るのはお客様の責任です。

製品の安全や取り扱い講習、アクセサリなどに関する
情報、代理店についての情報の入手、お買い上げ
製品の登録などをネットで行っていただくことができ
ますwww.Toro.com

整備について、またToro純正部品についてなど、分か
らないことはお気軽に弊社代理店またはToroカスタマー
サービスにおたずねください。お問い合わせの際に
は、必ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知らせく
ださい。図 1 にモデル番号とシリアル番号の表示位置
を示します。いまのうちに番号をメモしておきましょう。

重重重要要要 シシシリリリアアアルルル番番番号号号プププレレレーーートトトににに QR コココーーードドドがががつつついいいててていいい
るるる場場場合合合ははは、、、スススマママーーートトトフフフォォォンンンやややタタタブブブレレレッッットトトでででスススキキキャャャンンンすすするるる
ととと、、、製製製品品品保保保証証証、、、パパパーーーツツツそそそののの他他他ののの製製製品品品情情情報報報にににアアアクククセセセススス
ででできききままますすす。。。

g491839

図図図 1

1. モデル番号とシリアル番号の表示場所

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すための
警告記号図 2を使用しております。これらは死亡事故
を含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら、必ずお守りください。

g000502

図図図 2

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要「重
要」は製品の構造などについての注意点を、注注注はその
他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
警警警告告告

こここののの散散散布布布装装装置置置ででで取取取りりり扱扱扱ううう農農農薬薬薬ははは人人人体体体ややや動動動植植植物物物、、、土土土
壌壌壌なななどどどににに危危危険険険ををを及及及ぼぼぼすすす可可可能能能性性性がががあああるるるのののででで取取取りりり扱扱扱いいい
にににははは十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

• 自自自分分分自自自身身身ののの安安安全全全ををを守守守るるるたたためめめににに、、、農農農薬薬薬ををを取取取りりり扱扱扱ううう
前前前ににに、、、容容容器器器ににに張張張っっってててあああるるるラララベベベルルルややや安安安全全全デデデーーータタタ
シシシーーートトトSDSなななどどど取取取りりり扱扱扱いいい上上上ののの注注注意意意をををよよよくくく読読読んんんででで
理理理解解解ししし、、、薬薬薬剤剤剤メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示ををを守守守りりりままましししょょょううう。。。たたた
とととえええばばば、、、保保保護護護めめめがががねねねゴゴゴグググルルル、、、手手手袋袋袋なななどどど、、、薬薬薬剤剤剤
とととののの接接接触触触ををを防防防止止止ししし危危危険険険かかかららら身身身ををを守守守るるるここことととのののでででききき
るるる適適適切切切ななな保保保護護護対対対策策策ををを講講講じじじるるる。。。

• 散散散布布布すすするるる薬薬薬剤剤剤ははは一一一種種種類類類とととははは限限限らららななないいいのののででで、、、取取取
りりり扱扱扱っっっててていいいるるるそそそれれれぞぞぞれれれののの薬薬薬剤剤剤にににつつついいいててて注注注意意意事事事
項項項ををを必必必ずずず確確確認認認すすするるる。。。

• 上上上記記記安安安全全全確確確保保保ににに必必必要要要ななな情情情報報報ががが手手手ににに入入入らららななないいい場場場
合合合にににははは、、、こここののの装装装置置置ののの運運運転転転ををを拒拒拒否否否しししてててくくくだだださささいいい。。。

• 散散散布布布装装装置置置ののの整整整備備備ややや修修修理理理をををすすするるる時時時ははは、、、そそそののの前前前ににに
必必必ずずず、、、そそそののの装装装置置置ががが薬薬薬剤剤剤メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示通通通りりりににに
3回回回のののすすすすすすぎぎぎ洗洗洗いいいややや必必必要要要ななな中中中和和和処処処理理理ををを実実実行行行済済済
みみみででであああるるるこここととと、、、さささらららににに、、、すすすべべべてててのののバババルルルブブブにににそそそれれれ
ぞぞぞれれれ 3 回回回ののの開開開閉閉閉操操操作作作洗洗洗浄浄浄ががが実実実施施施ささされれれててていいいるるる
ここことととををを確確確認認認すすするるる。。。

• 十十十分分分ななな量量量ののの水水水ととと石石石鹸鹸鹸ををを身身身近近近ににに常常常備備備ししし、、、薬薬薬剤剤剤ががが
皮皮皮膚膚膚ににに直直直接接接触触触れれれたたた場場場合合合にににははは、、、直直直ちちちににに洗洗洗いいい流流流ししし
てててくくくだだださささいいい。。。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル
セーフティラベルや指示は危険な個所
のオペレーターから見やすい部分に
貼付してあります。破損したりはが
れたりした場合は新しいラベルを貼り
直してください。

decal127-6979

127-6979

1. バイパス戻りフロー 3. 攪拌フロー
2. フロー

decal127-6981

127-6981

1. バイパス戻りフロー 3. ブームスプレー

2. フロー

decal127-6982

127-6982

1. バイパス戻りフロー 2. ブームスプレー

3
 



取取取りりり付付付けけけ
付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 必要なパーツはありません。 – マシンの準備を行う。

2 必要なパーツはありません。 – キャリッジ下シュラウドを取り外します。

3 必要なパーツはありません。 – エンジンコントロールモジュールと取り付
けブラケットを取り外します。

4 必要なパーツはありません。 – ダッシュゲージの圧力感知チューブを取
り外す。

5 必要なパーツはありません。 – リアワイヤハーネスをマシンから外す。

ケーブルタイ 16 スイッチのプラグ 1 レートコントロールスイッチを取り外す。

7 必要なパーツはありません。 – ブームバルブを取り外す。

バルブマウントとバルブアセンブリ 1
レート/セクションコントローラー 1
マグネット 4
ボルト#8 4
ワッシャ8枚 4
ロックナット#8 4
平ワッシャ1/4" 2
フランジヘッドボルト5/16 x 3/4" 8
フランジロックナット5/16" 8
フランジヘッドボルト1/4 x 3/4" 2

8

フランジロックナット1/4" 2

バルブマウント、レート/セクションコント
ローラー、バルブを取り付ける。

バーブ付きフランジフィッティング1" 1
ホース1x7-1/4" 1
ホースクランプ 4
圧力トランスデューサ 1
マニホルド 1
ホース1x8-1/2" 1

9

R クランプ 1

圧力トランスデューサーを再配置する。

10 必要なパーツはありません。 – ホースを取り外す。

供給ホース279cm 2
供給ホース234cm 2
供給ホース188cm 4
供給ホース81cm 2
R クランプ 2
ダブルRクランプ 2

11

シングルRクランプ 2

ホースを取り付ける。.
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手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

リアワイヤハーネス 112 ケーブルタイ 3
リアワイヤハーネスをマシンに取り付け
る。

13 必要なパーツはありません。 – エンジンコントロールモジュールと取り付
けブラケットを取り付ける。

14 必要なパーツはありません。 – キャリッジ下シュラウドを取り付ける。

15 ケーブルタイ 3 リアワイヤハーネスを接続する。

16 必要なパーツはありません。 – ダッシュゲージの圧力感知チューブを接
続する。

ナビゲーション受信機 1
受信機用マウント 1
ボルトM5 4
ワッシャ 4
ボルト 4

17
フランジロックナット⅜" 4

ナビゲーション受信機を取り付ける。

アンテナマウント 1
リベット 2
マグネット 2
モデムアンテナ 1
高感度アンテナ 1

18
ケーブルタイ 7

モデム アンテナをマシンに取り付ける。

ディスプレイ 1
ボールマウント 1
モニタアーム 1
補強ブラケット 1
フランジヘッドボルト 1/4 x 1-1/2" 4
ワッシャ1/4" 4

19

フランジロックナット1/4" 4

ディスプレイを取り付ける。

ハーネスアダプタ 1
データおよび電気ハーネス 120
ケーブルタイ 8

ナビゲーションコンポーネント関係のワイ
ヤハーネスを取り付ける。

モデム電源ハーネス - 1850mm -
GeoLink精密散水 システムキット (モデ
ル 41712またはモデル 41713)

1

21 ケーブルタイ - GeoLink精密散水シス
テムキット (モデル 41712またはモデル
41713)

5

モデム電源ハーネスを取り付ける。

モデム用データハーネス - 300cm 122 ケーブルタイ 8 モデム用データハーネスを配線する。

CL-55モデム 1
モデムブラケット 1
ボルト (#10 x 1-3/4") 2
スペーサ 2

23
ロックナット (#10) 2

CL-55モデムをインストールする。

ISO-CAN バスハーネス - 302cm 124 ケーブルタイ 12 ISO-CAN バスハーネスを配線する。
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手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

25 必要なパーツはありません。 – CANバス抵抗を取り外す。

アダプターハーネス - 13cm 126 ケーブルタイ 1
アダプターハーネスと終端抵抗を取り付
ける。

27 必要なパーツはありません。 – GeoLink散水システム仕上げキットの取
付を完了する

28 必要なパーツはありません。 – GeoLink機器に電源を入れる。

29 必要なパーツはありません。 – ソフトウェアのセットアップを完了する。

1
マママシシシンンンののの準準準備備備ををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

お使いのマシンの取扱説明書を参照してください。

1. マシンを平らな場所に停車して駐車ブレーキを
掛ける。

2. 左右のブームセクションを水平位置に降下させ
る。

3. エンジンを切り、キーを抜き、バッテリーを外す。

4. スプレーヤーの洗浄

重重重要要要 ジジジオオオリリリンンンクククスススプププレレレーーーシシシススステテテムムム仕仕仕上上上げげげキキキッッットトトををを
取取取りりり付付付けけけるるる前前前ににに、、、散散散水水水タタタンンンクククををを完完完全全全ににに空空空にににすすするるる
必必必要要要がががああありりりままますすす。。。
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2
キキキャャャリリリッッッジジジ下下下シシシュュュラララウウウドドドののの取取取りりり
外外外ししし

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. キャリッジ下シュラウドの後部をマシンのシャー

シに固定している次のハードウェアを取り外して
保管します。

• 2016 年年年度度度のののマママシシシンンン — フランジヘッドボルト
5/16" x ⅞"7本とワッシャ5/16"7枚

• 2017年年年度度度以以以降降降のののマママシシシンンン— フランジヘッドボル
ト5/16" x ⅞"5本とワッシャ5/16"5枚

g189584

g189585

図図図 3
図は 2017年度モデル。2016年度モデルもほぼ同じ。

1. フランジヘッドボルト5/16"
x 7/8"

3. ワッシャ5/16"

2. キャリッジ下シュラウド 4. マシン前方

2. キャリッジ下シュラウドのサポートストラップをマ
シンのエンジンマウントブラケットに固定している
ボルトとキャリッジ ボルトからフランジロックナット
(5/16") 4個を取り外し、保持します。

注注注 マシンからボルトを取り外さないでください。

g189583

図図図 4

1. エンジンマウント 4. ボルト外さないこと。

2. フランジロックナット5/16" 5. マシン前方

3. キャリッジ下シュラウド

3. キャリッジ下シュラウドをエンジン搭載ブラケット
に固定しているボルトに沿ってサポートストラッ
プを持ち上げる。

4. キャリッジ下シュラウドをマシンから取り外す。
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3
エエエンンンジジジンンンコココンンントトトロロローーールルルモモモジジジュュューーー
ルルルととと取取取りりり付付付けけけブブブラララケケケッッットトトののの取取取りりり
外外外ししし

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. エンジンコントロールモジュールの取り付けブラ

ケットをエンジンのサポートブラケットとエンジン
のアクセサリー ケースに固定しているフランジ
ヘッドボルト3本とフランジ ナット1個を取り外して
保持します。

g189642

g033072

図図図 5

1. マシン前方 4. エンジンコントロールモ
ジュール

2. フランジヘッドボルト 5. フランジナット

3. 取り付けブラケット

2. エンジンコントロールモジュールと取り付けブラ
ケットを下方および後方に移動して、マシンのフ

ロントおよびリアのワイヤリングハーネスのコネク
タにアクセスできるようにします。

注注注 エンジン制御モジュールをエンジンから取り外
したり切断したりしないでください。

4
ダダダッッッシシシュュュゲゲゲーーージジジののの感感感圧圧圧チチチュュューーーブブブ
ののの取取取りりり外外外ししし

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. 右ブームセクションのバルブの端にある圧力検知

チューブの接続を見つけます。

g491855

図図図 6

1. チューブカップラ 2. 圧力検知チューブ

2. チューブカプラーのカラーを押し込み、ダッシュ圧
力計の圧力感知チューブを引き抜きます。
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5
リリリアアアワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススをををマママシシシンンン
かかかららら外外外すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

フフフロロロンンントトトとととリリリアアアハハハーーーネネネスススののの接接接続続続ををを外外外すすす

注注注 フロントとリアハーネスの接続を外す時は、マシンのホイスト使います。

g032051

図図図 7

1. マシン前方 2. コネクタのインタフェースフロントとリアハーネス

1. マシンの下の右フレームチューブに沿って配設さ
れているフロントとリアハーネの電気コネクタを探
します図 7。

2. 図図 8図 13に示すように、フロントとリアワイ
ヤハーネスを接続している6組のコネクタの接続
を外します。 g032173

図図図 8

1. 10ソケットコネクタ ‐ スプ
レーヤ用ハーネス相互接
続フロントハーネス

3. マシン前方

2. 10ソケットコネクタ ‐ スプ
レーヤ用ハーネス相互接
続リアハーネス
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g032174

図図図 9

1. 3ソケットコネクタフローメー
タフロントハーネス

3. マシン前方

2. 3ピンコネクタフローメータ
リアハーネス

g032175

図図図 10

1. 8ソケットコネクタスプレー
ヤーハーネス相互接続 (フ
ロントハーネス)

3. マシン前方

2. 8ピンコネクタスプレーヤー
ハーネス相互接続 (リア
ハーネス)

g032176

図図図 11

1. 2ソケットコネクタすすぎポ
ンプフロントハーネス

3. マシン前方

2. 2ピンコネクタすすぎポンプ
リアハーネス

g032177

図図図 12

1. 2ピンコネクタホースリール
フロントハーネス

3. マシン前方

2. 2ソケットコネクタホースリー
ルリアハーネス

g032178

図図図 13

1. 10ピンコネクタスプレー
ヤーハーネス相互接続 (フ
ロントハーネス)

3. マシン前方

2. 10ソケットコネクタスプレー
ヤーハーネス相互接続 (リ
アハーネス)

3. リアワイヤハーネスをマシンの右側フレームチュー
ブの穴に固定しているプッシュファスナー3個を
外す図 14。

g030874

図図図 14

1. リアワイヤハーネス 3. マシン前方

2. 右側フレームチューブ 4. プッシュファスナー
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各各各コココンンンポポポーーーネネネンンントトトををを接接接続続続しししててていいいるるるコココネネネ
クククタタタををを外外外すすす
1. マシンの後部 (右フレームチューブと右フェンダー

の間) で、右油圧トラクションモーターにある速度
センサーハーネスの3ピン コネクタを後部のメイン
ハーネスの3ソケット コネクタから外す。

g030454

図図図 15

1. 3ソケットコネクタ後部、メ
インハーネス

3. マシン前方

2. 3ピンコネクタ油圧モータの
ハーネス)

2. マニホールドマウントの背面で、撹拌バルブから
3ソケット コネクタを外し、3つのブームセクション
バルブから 3ソケット コネクタを外す。

g491857

図図図 16

1. マニホルドマウント 4. 3ピンコネクタマシンのワイ
ヤハーネス後部

2. 3ソケットコネクタブーム
バルブセクションバルブの
ハーネス

5. 3ピンコネクタマシンのワイ
ヤハーネス後部

3. 3ソケットコネクタ攪拌バル
ブのハーネス

3. リアワイヤーハーネスをマニホールドマウントの前
側と下部プレートの穴に固定しているプッシュイン
ファスナーを取り外す。

g032305

図図図 17

1. マニホルドマウント下部プ
レート

3. プッシュファスナー

2. マニホルドマウント前側 4. リアワイヤハーネス

4. リアワイヤーハーネスの3ソケットコネクタを圧力ト
ランスデューサーの3ピンコネクタから外す。

g491858

図図図 18

1. 3ピンコネクタ圧力トランス
デューサ

2. 3ソケットコネクタリアワイ
ヤハーネス

5. マシンの背面で、次の手順に従ってリフトシリン
ダーマニホールドの次の2ソケット コネクタを取り
外す。

• 右—アップソレノイド

• 左—アップソレノイド

• 有効化ソレノイド

• 右—ダウンソレノイド

• 左—ダウンソレノイド
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g030459

図図図 19

1. 右—アップ (ソレノイドとメイ
ンハーネスのコネクタ)

4. 有効化 (ソレノイドとメイン
ハーネスのコネクタ)

2. 左—アップ (ソレノイドとメイ
ンハーネスのコネクタ)

5. 右—ダウン (ソレノイドとメ
インハーネスのコネクタ)

3. マシン前方 6. 左—ダウン (ソレノイドとメ
インハーネスのコネクタ)

6. マシンの後部、スプレーポンプの内側で、後部
のメインハーネスの2ソケット コネクタをポンプ用リ
レーの2ピン コネクタから外す。

g030464

図図図 20

1. 2ピンコネクタポンプ用リ
レー

3. マシン前方

2. 2ソケットコネクタ後メイン
ハーネス

7. リアワイヤーハーネスをリアクロスチューブ油圧ト
ラクションモーターの後方の穴に固定しているプッ
シュインファスナーを取り外す。

g030875

図図図 21

1. 散水用ポンプ 3. リアワイヤハーネス

2. リアクロスチューブ 4. プッシュインファスナー

8. マシンのリアワイヤーハーネスからダッシュゲージ
用圧力感知チューブを取り外す。

g033234

図図図 22

1. 圧力感知チューブダッシュ
ゲージ

2. リアワイヤハーネス

9. リアワイヤハーネスをマシンから取り外す。

注注注 マシンから外したリアメインハーネスは廃棄
して構いません。
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6
レレレーーートトトコココンンントトトロロローーールルルスススイイイッッッチチチののの
取取取りりり外外外ししし

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ケーブルタイ

1 スイッチのプラグ

手手手順順順
1. マシンのダッシュパネルの下から、レート制御ス

イッチのロックタブと一緒に、レート制御スイッチ
をダッシュ パネルから押し上げます。

g031425

図図図 23

1. レート制御スイッチ 3. スイッチのプラグ

2. 8ソケットコネクタフロント
ハーネス

4. 穴ダッシュパネル

2. マシンのフロントハーネスの8ソケットコネクタ
(「レレレーーートトトスイッチ」というラベルが付いている) を
スイッチの8ピンコネクタから外す。

注注注 マシンから外したレートスイッチは、もう使用
しません。

3. フロントハーネスの、レートスイッチ用の枝線を、
ダッシュボードの穴から出して、配線分岐をケー
ブルタイでフロントハーネスに縛り付ける。

4. スイッチプラグを、プラグがパネルにしっかりとカ
チッと音がするまでダッシュパネルに差し込む。
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7
ブブブーーームムムセセセクククシシショョョンンンバババルルルブブブののの取取取
りりり外外外ししし

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

セセセクククシシショョョンンンバババルルルブブブかかかららら圧圧圧力力力トトトララランンンススス
デデデュュューーーサササををを外外外すすす

注注注後の取り付けや交換部品として使えるよう、全ての
部品を保管しておいてください。

1. フィッティングキャップ、T字継手、および圧力トラ
ンスデューサをブームセクションのバルブの端に
固定しているリテーナを取り外します。

g491862

図図図 24

1. リテーナ 4. 圧力トランスデューサ
2. 右側セクションバルブエンド 5. T字継手
3. フィッティングキャップ

2. キャップ、トランスデューサー、T字継手を切り
離す。

カカカッッップププリリリンンングググチチチュュューーーブブブとととリリリデデデュュューーーサササーーーアアア
ダダダプププタタタををを取取取りりり外外外すすす

注注注特に明記されていない限り、全ての部品は後で取
り付けたり、交換部品として使えるように保管してお
いてください。

1. バルブマウントをマニホールドマウントに固定し
ているボルト、ワッシャー、ロックナットそれぞれ
2個を取り外す。

g491705

図図図 25

1. ネジM6×12mm 3. ロックナットとワッシャー
(1/4")

2. バルブマウント 4. ボルト1/4" x 5/8"

2. 3つのブームセクションバルブをマウント ブラケッ
トに固定しているフランジヘッドボルト (1/4 x 3")2
本、フランジロックナット (1/4")2個、およびワッ
シャー4個を緩める (取り外さないこと)。

g492165

図図図 26

1. フランジヘッドボルト1/4 x 3" 3. ワッシャ1/4"
2. セクションバルブ 4. ロックナット1/4"

3. ブームセクションバルブ3個をフローメータ に固定
しているフランジクランプとガスケットを取り外す。
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注注注 フローメータ は取り外さないこと。

g492167

図図図 27

1. フローメータ 3. ガスケット外径 1-5/16"
2. フランジクランプ(2”) 4. フランジ右側セクションバ

ルブ

ブブブーーームムムセセセクククシシショョョンンンホホホーーースススををを取取取りりり外外外すすす
1. 外側のブームセクションで、ブームセクションの
供給ホースをバーブT字継手に固定しているホー
スクランプを取り外す。

g032359

図図図 28

1. バーブ字フ継手 4. ホースクランプ

2. 供給ホースアウターブーム
セクション

5. R クランプ

3. アウターブームセクション

2. T字継手からホースを取り外す。
3. ホースの自由端をR クランプから取り外す。

4. もう一方のアウターブームセクションの供給ホース
でも、ステップ 13 を繰り返す。

5. 中央のブームセクションの下で、ブームセクショ
ンの供給ホースをバーブT字継手に固定している
ホースクランプを取り外す。

g492169

図図図 29

1. センターブームセクション
バルブ

4. ホースセンターブームセク
ション)

2. センターブームセクション 5. ホースクランプ

3. マシンの左側 6. バーブ字継手

6. ストレートフィッティングをブームセクションバルブ
のクイックディスコネクトフィッティングに固定して
いるリテーナを取り外す。

g492168

図図図 30

1. クイックディスコネクトフィッ
ティングブームセクションバ
ルブ

3. リテーナ

2. バーブ付きストレートフィッ
ティング

7. ブームセクションのバルブから切断されたホース
を取り外す。
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バババイイイパパパスススホホホーーースススををを取取取りりり外外外すすす
1. アッパーバイパスホースの下端で、フランジヘッド

ボルト (5/16 x 3/4")、ワッシャー (5/16")、および
アッパーバイパスホースをマシンのリアサドルプ
レートに固定している R クランプを取り外す。

g492170

図図図 31

1. バイパスシャットオフバルブ 2. アッパーバイパスホースと
90°バーブフィッティング

g189630

図図図 32

1. ホースクランプ 5. リアサドルプレートシャーシ
フレーム

2. R クランプ 6. ロアバイパスホース

3. ワッシャ5/16" 7. 90°バーブ付き継手
4. フランジヘッドボルト5/16"

x 3/4"
8. アッパーバイパスホース

2. アッパーバイパス ホースとロアバイパス ホース
を90 °バーブフィッティングに固定している2つの
ホースクランプを取り外して保持する。

3. 90°バーブフィッティングをホースから取り外して
保持する。

4. ドレンバルブホースとリアタンクドレンホースを
バーブ付き T字継手に固定しているホースクラ
ンプを取り外す。

g032383

図図図 33
2016 年度のマシン

1. ロアバイパスホース 4. ドレンバルブホース

2. ホースクランプ 5. バーブ字フ継手

3. ドレンバルブ 6. リアタンクドレンホース

g189629

図図図 34
2017年以降のモデル

1. ロアバイパスホース 4. ドレンバルブホース

2. ホースクランプ 5. バーブ字フ継手

3. ドレンバルブ 6. リアタンクドレンホース

5. リアタンクのドレンのドレンバルブホースからT字
継手を取り外す。

6. バイパスホースの 90 °バーブ付き継手を右ブーム
セクションバルブのバイパスバルブのクイックディ
スコネクトフィッティングに固定しているリテーナー
を取り外し、ホースとバーブ付き継手を切り離す。
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g492171

図図図 35

1. クイックディスコネクトフィッ
ティングバイパスシャットオ
フバルブ

3. リテーナ

2. 90°バーブ付き継手

7. 上下のバイパスホースをマシンから取り外す。

注注注取り外したシャットオフバルブ、T字継手、お
よび上下のバイパスホースは不要です。

g492172

図図図 36

1. ロアバイパスホース 2. アッパーバイパスホース

8. バーブ付き90° フィッティングステップ 3 で外した
ものを、ドレンバルブホースとタンク後部ドレン
ホースに取り付ける。

g032381

図図図 37
2016 年のマシン

1. ホースクランプ 4. 90°バーブ付き継手
2. ドレンバルブ 5. リアタンクドレンホース

3. ドレンバルブのホース

g189641

図図図 38
2017年以降のモデル

1. ホースクランプ 4. 90°バーブ付き継手
2. ドレンバルブ 5. リアタンクドレンホース

3. ドレンバルブのホース

9. バーブ付き90° フィッティングとドレンホース2本
を固定するホースクランプステップ2で外したも
のを使用する と。
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バババルルルブブブアアアクククチチチュュュエエエーーータタタののの取取取りりり外外外ししし
1. アクチュエータをセクションバルブアセンブリのマ

ニホールドバルブに固定しているリテーナを取り
外して保持する。

注注注 リテーナの2本の足を寄せながら下へ押すと
外れます。

g492173

図図図 39

1. ステムポートマニホルドバ
ルブ

3. リテーナ

2. アクチュエータセクションバ
ルブ

2. アクチュエータをマニホールドバルブから取り外し
て保持する。

3. 他の 2 つのバルブ アクチュエータに対してこれ
らの手順を繰り返す。

ブブブーーームムムセセセクククシシショョョンンンバババルルルブブブをををマママニニニホホホーーールルル
ドドドマママウウウンンントトトかかかららら分分分解解解すすするるる
1. ブーム セクションバルブをマニホールド マウント

(図 26 ) に固定しているボルト (1/4 x 3")2本、
ワッシャー4個、およびロックナット (1/4")2個を
取り外す。

2. ブームセクションバルブをマニホールドマウントか
ら取り外し、バルブを脇に置く。

注注注 ブームセクションバルブは保管しておく。ボル
ト、ワッシャー、ロックナットは廃棄しても構いま
せん。

8
バババルルルブブブマママウウウンンントトト、、、レレレーーートトト/セセセククク
シシショョョンンンコココンンントトトロロローーーラララーーー、、、セセセクククシシショョョ
ンンンバババルルルブブブののの取取取りりり付付付けけけ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 バルブマウントとバルブアセンブリ

1 レート/セクションコントローラー

4 マグネット

4 ボルト#8

4 ワッシャ8枚

4 ロックナット#8

2 平ワッシャ1/4"

8 フランジヘッドボルト5/16 x 3/4"

8 フランジロックナット5/16"

2 フランジヘッドボルト1/4 x 3/4"

2 フランジロックナット1/4"

バババルルルブブブマママウウウンンントトトとととバババルルルブブブアアアセセセンンンブブブリリリののの
マママシシシンンンへへへののの取取取りりり付付付けけけ
吊吊吊りりり上上上げげげ装装装置置置ににに必必必要要要ななな能能能力力力: 23kg
1. 指定された容量の吊り上げ装置を使って、バル

ブマウントを持ち上げ、中央のブームセクション
の上に位置合わせる。

g492233

図図図 40

1. バルブマウントとバルブアセンブリ
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2. バルブマウントのマウントブラケットの穴をセン
ターブーム部のトラスフレームの穴に合わせる。

g032539

図図図 41

1. 取り付けブラケットバルブ
マウント

4. サポートブラケット

2. フランジヘッドボルト5/16 x
3/4"

5. マシン前方

3. トラスフレームセンターブー
ムセクション)

3. ボルト (5/16 x 3/4")4本とフランジ ロックナット
(5/16")4個を使って、バルブ マウントをトラス フ
レームに組み付ける。

g032540

図図図 42

1. フランジヘッドボルト5/16 x
3/4"

3. マシン前方

2. フランジロックナット5/16" 4. 取り付けブラケットバルブ
マウント

4. バルブマウントの他のマウントブラケットを他のト
ラスフレームに対して上記の手順を繰り返す。

5. フランジヘッドボルトとフランジロックナットを
1978-2542 N·cm 2.14-2.74kg.m でトルク締め
する。

6. キャップをマニホールドアセンブリに固定してい
るリテーナを取り外し、バイパスブラケットをバ
ルブの上部に合わる。

g492234

図図図 43

7. キャップとリテーナーを取り付けてバイパスブラ
ケットをマニホールドアセンブリに固定する。
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g492235

図図図 44

8. 図 45に示すように、ボルト (1/4 x 3")4本、ワッ
シャー (5/8”)8枚、およびロックナット (1/4")4個を
使って、バイパスブラケットとマニホールドアセン
ブリをバルブ マウントに組み付ける。

g492246

図図図 45

レレレーーートトト/セセセクククシシショョョンンンコココンンントトトロロローーーラララーーーのののバババルルル
ブブブマママウウウンンントトトへへへののの取取取りりり付付付けけけ
1. ボルト(#8)4本とロックナット(#8)4個を使って、マ

グネットと平ワッシャー (1/4") をレート/セクションコ
ントローラーに取り付ける。

注注注 さらに4分の1回転手締めして、アセンブリを
固定する。締めすぎるとマグネットが損傷する可
能性があります。

g491696

図図図 46

1. ボルト(#8) 4. ワッシャ

2. マグネット 5. ナット#8
3. 平ワッシャ1/4"

2. コントローラーアセンブリをバルブマウント上に
置く。

g491697

図図図 47
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9
圧圧圧力力力トトトララランンンスススデデデュュューーーサササーーーののの再再再
配配配置置置

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 バーブ付きフランジフィッティング1"

1 ホース1x7-1/4"

4 ホースクランプ

1 圧力トランスデューサ

1 マニホルド

1 ホース1x8-1/2"

1 R クランプ

圧圧圧力力力トトトララランンンスススデデデュュューーーサササをををマママニニニホホホルルルドドドににに
取取取りりり付付付けけけるるる
1. 圧力トランスデューサおよびガスケットを備えた

ポート付き継手キャップをマニホールドのT字継
手フランジに位置合わせする。

g492174

図図図 48

1. 圧力トランスデューサとポー
ト付き継手キャップ

3. ガスケット

2. フランジクランプ 4. 字継手マニホルド

2. フランジクランプを使って、継手キャップとガス
ケットをT字継手に固定する。

圧圧圧力力力トトトララランンンスススデデデュュューーーサササマママニニニホホホルルルドドドををを取取取
りりり付付付けけけるるる
1. ホース (1x7-1/4")を圧力トランスデューサーとマニ

ホールドのバーブエルボ継手に取り付ける。

g492175

図図図 49

1. フランジクランプ 4. 圧力トランスデューサとマ
ニホルド

2. フランジからホースへのア
ダプターフィッティング

5. ホースクランプ

3. ホース1x7-1/4" 6. ホース1x8-1/2"

2. ホースとバーブ付き継手をホースクランプで固
定する。

3. ホース(1x 8-1/2")を圧力トランスデューサーとマニ
ホールドのもう一方のバーブ付きエルボ継手に
取り付ける。

4. ホースとバーブフィッティングをホースクランプ
で固定する。
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圧圧圧力力力トトトララランンンスススデデデュュューーーサササをををマママシシシンンンににに取取取りりり
付付付けけけるるる
1. 圧力トランスデューサーとマニホールドに取り付け

られたホース ( x7-1/4”) をフローメーターのバーブ
付きフランジ継手に取り付ける。

g492176

図図図 50

1. ホースクランプ 5. スペーサ

2. フランジヘッドボルト1/4 x
3/4"

6. フランジロックナット1/4"

3. R クランプ 7. ホース1x7-1/4"
4. フローメータ

2. ホースクランプを使ってホースをバーブ付きフラン
ジ継手に仮止めする。

3. Rクランプと付属のフランジヘッドボルト(1/4x3/4")
およびフランジロックナット(1/4")を使って、圧力ト
ランスデューサーとマニホールドをマニホールド
マウントに固定する。

散散散水水水バババルルルブブブマママニニニホホホーーールルルドドドへへへのののホホホーーーススス
ののの取取取りりり付付付けけけ
1. ホース (1 x 8-1/2") を 90°フランジ継手(1")に取

り付ける。

g492218

図図図 51

1. 90度フランジ継手1" 3. ホース1x8-1/2"
2. ホースクランプ 4. ホース1x7-1/4"

2. ホースクランプを使用してホースをフランジ継手
に固定する。

3. ホース1x 7-1/4"をバーブ付きフランジ継手1"に固
定するホースクランプ 圧力トランスデューサをマ
シンに取り付ける (ページ 22)で入れておいたも
のを締め付ける図 51を参照。
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10
3セセセクククシシショョョンンンシシシススステテテムムムのののホホホーーーススス
ののの取取取りりり外外外ししし

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. タレット間のホースを切断する。

g034917

図図図 52

1. フランジロックナット5/16" 4. アウターブームセクション

2. タレットサポート 5. ホース内径3/4"
3. タレット

g034918

図図図 53

1. センターブームセクション 3. フランジロックナット5/16"
2. タレット 4. ホース内径3/4"

2. タレットをサポートに固定しているフランジロック
ナット(5/16")を取り外す。
注注注 クランプを開くと、アッパークランプから六角
ヘッドボルト5/16 x 3/4"—ステンレス鋼が外れてく
るので、再利用のため捨てないでください。

フランジのロックナットとタレットを保持する。

ホースバーブを廃棄し、ホースのセクションを
切断する。

g030671

図図図 54

1. フランジナット (5/16") 3. 六角ヘッドボルト5/16 x 3/4"
2. タレットマウント

3. ステンレス鋼のネジ (#12 x 1-1/4") を取り外し、
バーブホースのシャンクを取り外す。

注注注 クランプを開けると、六角ボルト(5/16 x 3/4" -
ステンレス鋼) がクランプ上部半分から外れてくる
ので、再利用のため捨てないでください。
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g030802

図図図 55

1. クランプの上半分 5. タレット

2. トランスファチューブ 6. ステンレスねじ#12 x 1-1/4"
3. 六角ボルト (5/16 x 3/4"-ス

テンレス鋼)
7. 片側バーブ付きホースシャ

ンク3/4"ホース
4. 両側バーブ付きホースシャ

ンク3/4"ホース
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11
ホホホーーースススののの取取取りりり付付付けけけ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 供給ホース279cm

2 供給ホース234cm

4 供給ホース188cm

2 供給ホース81cm

2 R クランプ

2 ダブルRクランプ

2 シングルRクランプ

ホホホーーースススをををセセセクククシシショョョンンンバババルルルブブブににに組組組みみみ付付付けけけるるる

注注注 バーブ付き継手はカップラに完全に差し込んでください。

リテーナーを使ってバーブ継手をカプラーに固定する。

g491701

図図図 56

1. セクションバルブ1 6. セクションバルブ6 11. 供給ホース279cm
2. セクションバルブ2 7. セクションバルブ7 12. 供給ホース234cm
3. セクションバルブ3 8. セクションバルブ8 13. 供給ホース188cm
4. セクションバルブ4 9. セクションバルブ9 14. 供給ホース81cm
5. セクションバルブ5 10. セクションバルブ10

注注注 供給ホース アセンブリ81cmには、2本の分岐ホースと2本のシングルバーブ ホースシャンクを備えたT字
継手が付いています。
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ブブブーーームムムセセセクククシシショョョンンン セセセクククシシショョョンンンバババルルル
ブブブ

ノノノズズズルルル 供供供給給給ホホホーーーススス

1 1 279cm

2 2 234 cm

3 3 188cm

左

4 4 188cm

5 5と6 81cmセンター

6 7と8 81cm

7 9 188cm

8 10 188cm

9 11 234 cm

右

10 12 279cm

g491702

図図図 57
ノズル位置
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ホホホーーースススののの配配配設設設

ホースの配設に図 58スルー図 62を使用する。片面のみが表示される。配設は両側で同じ。

g491703

図図図 58
81cmホース

g491704

図図図 59
188cmホース
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g414000

図図図 60
188cmホース

g414001

図図図 61
234cmホース

g414002

図図図 62
279cmホース
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アアアウウウタタターーーブブブーーームムムセセセクククシシショョョンンンへへへのののタタタレレレッッッ
トトトののの取取取りりり付付付けけけ
1. トランスファーチューブをタレットのサドルに合わ

せる [単一のバーブ付きホースシャンク (1/2") の
側面の穴に合わせて]。

g030592

図図図 63

1. 六角ヘッドボルト5/16 x
3/4"ステンレス鋼

5. ステンレスねじ#12x 1-1/4"

2. トランスファチューブ 6. タレット

3. クランプの上半分 7. スプレーセクションへ

4. シングルバーブ付きホース
シャンク1/2"

2. バーブホースのシャンクの周りでクランプの上部
半分を閉じ、ステンレス鋼のネジ(#12 x 1-1/4")
でクランプの半分とタレット本体を固定する。ス
テンレス鋼のネジを1418N·m (1.51.9kgm)のトル
クで締め付ける。

注注注 クランプを閉じるときに、六角ヘッドボルト5/16
x 3/4"がクランプの上半分のくぼみにきちんとは
まっていることを確認する。

3. 先に取り外したフランジロックナット(5/16")を使っ
て、タレットをマウントに固定する。

g030823

図図図 64

1. フランジロックナット5/16" 4. マシン後方

2. タレットマウント 5. 六角ヘッドボルトステンレ
ス5/16 x 3/4"

3. タレット

4. フランジロックナットを、19.78-25.42N·m
2.0-2.6kg.mにトルク締めする。

セセセンンンタタターーーブブブーーームムムセセセクククシシショョョンンンでででののの供供供給給給
ホホホーーースススののの配配配設設設
1. ホースとバーブ付きカプラー 13 x 810mm が、

センターセクションの左右のサポートブラケットの
間のセンターブームセクションの前側に位置合わ
せされていることを確認する。

2. 13 mmのホースとバーブ付きホースシャンクを外
側トラスのトラスブレースの間に配設する。
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g491843

g491844

図図図 65

1. ホース 13 x 250mm 3. ホースとバーブ付きホース
シャンク 13 x 810mm

2. トラスブレース左トラス 4. 散水ノズルマウント

3. ホースとバーブ付きホースのシャンクをトラスブ
レースの上で外側のノズルマウントまで配設する。

4. もう一方の13mmのホースとバーブ付きホースの
シャンクをインナートラスのトラスブレースの間
に配設する。

5. ホースとバーブ付きホースのシャンクをトラスブ
レースの上で、内側のノズルマウントまで配設
する。

6. もう一方のアウタートラスのもう一方のホースとノ
ズルアセンブリについても、手順27を繰り返す。

7. ブームセクションの左右のサポートブラケットを
使って、ホースとバーブカプラー 13 x 810mm を
中央ブームセクションの側面に配設する。

セセセンンンタタターーーブブブーーームムムセセセクククシシショョョンンンのののタタタレレレッッットトトととと
ホホホーーースススののの組組組みみみ立立立ててて
1. アッパークランプの半分をサドルに固定している

ステンレス鋼製のネジを取り外す。

g030592

図図図 66

1. 六角ボルト (5/16 x 3/4”-ス
テンレス鋼)

5. ステンレスねじ#12x 1-1/4"

2. トランスファチューブ 6. タレット

3. クランプの上半分 7. ブームセクションへ

4. シングルバーブ付きホース
シャンク (1/2”)

2. センターブームセクションのホースアセンブリ (ス
プレーバルブ 5 または 6) の 25 cm ホースの端
にあるシングルバーブ付きホースシャンクの側面
にある穴を見つける。

g032438

図図図 67

1. ホース 13 x 250mm (バル
ブ 5 または 6)

3. シングルバーブ付きホース
シャンク 13mm

2. タレット 4. ホースおよびバーブ付きカ
プラー 13 x 810mm (バル
ブ 5 または 6)
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3. タレットのサドルにあるトランスファーチューブを、
シングルバーブ付きホースシャンク (1/2”) の側面
にある穴に合わせる。

4. バーブ付きホースシャンクの周りのアッパークラン
プ半分を閉じ、ステンレス鋼ネジ (#12 x 1-1/4”)
でクランプ半分と散水ノズル本体を固定する。ス
テンレス鋼ネジを 226 282N·cm (0.240.3kgm) で
トルク締めする。

重重重要要要 ススステテテンンンレレレススス製製製のののネネネジジジををを締締締めめめすすすぎぎぎななないいいよよようううににに
すすするるる。。。

注注注 クランプを閉じるときに、六角ヘッドボルト5/16
x 3/4"がクランプの上半分のくぼみにきちんとは
まっていることを確認する。

5. センターブームセクションの他のホースアセンブリ
(散水バルブ 5 または 6) のシングルバーブ付き
ホースシャンクに対して手順2から4を繰り返す。

セセセンンンタタターーーブブブーーームムムセセセクククシシショョョンンンへへへのののタタタレレレッッッ
トトトののの取取取りりり付付付けけけ
1. 先に取り外したタレットの六角ボルト (5/16 x 3/4")

をマウントの穴に位置合わせし、フランジロック
ナット (5/16") でタレットをマウントに仮止めする。

g034927

図図図 68

1. フランジロックナット5/16" 3. 六角ヘッドボルト5/16 x
3/4"ステンレス鋼

2. タレットマウント外側

2. 中央ブームセクションの他の3つのタレットに対し
て上記の手順を繰り返す。

3. フランジロックナットを、19782542N·cm
2.02.6kg.mでトルク締めする。
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12
リリリアアアワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススのののマママシシシンンン
へへへののの取取取りりり付付付けけけ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 リアワイヤハーネス

3 ケーブルタイ

フフフレレレーーームムムチチチュュューーーブブブににに沿沿沿っっってててワワワイイイヤヤヤハハハーーー
ネネネスススををを配配配設設設
1. 新しい電気ハーネスの165cmの分岐と203cmの
分岐を見つける。

g034985

図図図 69

1. 81cm のワイヤーハーネス
枝線—フフフロロローーーメメメーーータタタととと攪攪攪拌拌拌
バババルルルブブブ

5. 33cmワイヤーハーネスの
分岐 -速度センサー

2. 86cm のワイヤーハーネス
枝線—散散散水水水ポポポンンンプププのののソソソレレレ
ノノノイイイドドド

6. 170cm のワイヤーハーネ
ス枝線—フロントハーネス
インターフェイスコネクタ

3. 165cm のワイヤーハー
ネス枝線—リング端子と
ヒューズ番号なし

7. 81cmワイヤーハーネス分
岐 -散水ポンプ遮断回路

4. 203cm のワイヤーハーネ
ス枝線——ASC10,昇降シ
リンダのソレノイド, ノノノズズズルルル
バババルルルブブブ 1 10

2. 新しい電気ハーネスの165cm分岐と203cm分岐
を10個の散水バルブのバルブマウントとマニホー
ルドマウントの右サポートの間に配設する。

g492806

図図図 70

1. バルブマウント散水バルブ
10個

3. 165cm の枝線と 203cm の
枝線電気ハーネス

2. マニホルドマウント

3. 電気ハーネスの165 cmの分岐と203cmの分岐を
右フレーム チューブに沿って前方に配設する。
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g030874

図図図 71

1. リアワイヤハーネス—
203cm の枝線

3. マシン前方

2. 右側フレームチューブ 4. 押し込み型ファスナとケー
ブルタイの位置

4. リアワイヤーハーネスの203cm分岐の押し込み
型ファスナーを、古いリアハーネスの押し込み型
ファスナーを取り外した右フレーム チューブの穴
に挿入する。 フロントとリアハーネスの接続を外
す (ページ 9)の手順3を参照方。

前前前後後後のののワワワイイイヤヤヤーーーハハハーーーネネネススス接接接続続続すすするるる

注注注前後のワイヤーハーネスの接続を行う時は、ホイス
トでマシンを持ち上げて行うこと。

1. マシンの下から、右側のフレームチューブに沿っ
て、マシンの前後のワイヤーハーネスの電気コネ
クタを見つける。

g030437

図図図 72

1. マシン前方 2. コネクタのインタフェースフ
ロントとリアハーネス

2. 散水ハーネス相互接続用のフロントハーネスの10
ソケットコネクタを、散水ハーネス相互接続用のリ
アハーネスの10ピンコネクタに接続する (図 73)。

g035101

図図図 73

1. フロントワイヤハーネス 4. リアワイヤハーネス

2. 10 ソケット コネクタ -散水
ハーネス相互接続 (フロン
トハーネス)

5. マシン前方

3. 10 ピン コネクタ -散水ハー
ネス相互接続 (リアハーネ
ス)

3. 散水ハーネス相互接続用のフロントハーネスの8
ピンコネクタを、レートスイッチ用のリアハーネス
の8 ソケットコネクタに接続する。

g035102

図図図 74

1. フロントワイヤハーネス 4. リアワイヤハーネス

2. 8ピンコネクタ -散水ハーネ
ス相互接続 (フロントハー
ネス)

5. マシン前方

3. 8ソケットコネクタ - レートス
イッチリアハーネス

4. すすぎポンプ用フロントハーネスの2ピンコネクタ
をすすぎポンプ用リアハーネスの2ソケットコネ
クタに接続する。
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g035103

図図図 75

1. フロントワイヤハーネス 4. リアワイヤハーネス

2. 2ソケットコネクタすすぎポ
ンプリアハーネス

5. マシン前方

3. 2ピンコネクタすすぎポンプ
フロントハーネス

5. ホースリール電源用のフロントハーネスの2 ピンコ
ネクタを、ホースリール電源用のリアハーネスの
2 ソケットコネクタに接続する。

g035104

図図図 76

1. フロントワイヤハーネス 4. リアワイヤハーネス

2. 2ピンコネクタホースリール
フロントハーネス

5. マシン前方

3. 2ソケットコネクタホースリー
ルリアハーネス

6. 散水ハーネス相互接続用のフロントハーネスの
10 ピン コネクタを、散水ハーネス相互接続用の
リアハーネスの10 ソケットコネクタに接続する。

g204610

図図図 77

1. フロントワイヤハーネス 4. リアワイヤハーネス

2. 10 ピンコネクタ -散水ハー
ネス相互接続 (フロントハー
ネス)

5. マシン前方

3. 10 ソケットコネクタ - 散水
ハーネス相互接続 (リア
ハーネス)

7. ナビゲーション用電気ハーネスとデータ用ハー
ネスの接続を容易にするために、リアワイヤー
ハーネスの1 ソケットコネクタとリアワイヤーハー
ネスの4 ソケットコネクタがハーネスの上部に揃う
ようにする。

g035106

図図図 78

1. 4ソケットコネクタリアワイ
ヤハーネス

3. 1ソケットコネクタリアワイ
ヤハーネス

2. マシンの上方 4. マシン前方

8. リアワイヤーハーネスのポンプ中断リレーをシー
トサポート用アングル部材の右側サポートに固
定する。
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g191268

g191269

図図図 79

1. ケーブルタイ 3. ポンプの中断リレー

2. 右側サポート 4. シートサポート用アングル
部材

ダダダッッッシシシュュュゲゲゲーーージジジののの圧圧圧力力力感感感知知知チチチュュューーーブブブををを
リリリアアアワワワイイイヤヤヤーーーハハハーーーネネネスススににに沿沿沿っっっててて配配配設設設
1. ダッシュゲージの圧力感知チューブをマシンのリ

アワイヤーハーネスに沿って配設する。

g033237

図図図 80

1. ケーブルタイ (押し込み型
ファスナ3個—シャーシのア
ンカーポイント)

3. 圧力検知チューブ

2. マシン前方 4. リアワイヤハーネス

2. リアワイヤーハーネスのシャーシアンカーポイント
にある押し込み型ファスナ3個に隣接する3本の
ケーブルタイを使って、感圧チューブをリアワイ
ヤーハーネスに固定する。

重重重要要要感感感圧圧圧チチチュュューーーブブブをををつつつまままんんんだだだりりり潰潰潰しししたたたりりりしししななないいいこここ
ととと。。。ケケケーーーブブブルルルタタタイイイはははチチチュュューーーブブブををを支支支えええるるるのののににに十十十分分分ななな
量量量以以以上上上ははは締締締めめめななないいいこここととと。。。
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13
エエエンンンジジジンンンコココンンントトトロロローーールルルモモモジジジュュューーー
ルルルととと取取取りりり付付付けけけブブブラララケケケッッットトトののの取取取りりり
付付付けけけ

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. エンジンコントロールモジュールの取り付けブラ

ケットの穴を、エンジンのサポートブラケットおよ
びエンジンのアクセサリケースの穴に合わせる。

g189642

g033072

図図図 81

1. マシン前方 4. エンジン制御モジュール

2. フランジヘッドボルト 5. フランジナット

3. 取り付けブラケット

2. 3 エンジンコントロールモジュールと取り付けブラ
ケットの取り外し (ページ 8)のステップ1で取り外し
たフランジヘッドボルトと3本とフランジナット1個を
使って、取り付けブラケットをエンジンに組み付け
る。ボルトとナットを手締めする。

14
キキキャャャリリリッッッジジジ下下下シシシュュュラララウウウドドドのののををを取取取
りりり付付付けけけ

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. キャリッジ下シュラウドをマシンのシャーシ下部

に合わせる。

g189584

g189583

図図図 82

1. エンジンマウント 4. フランジロックナット5/16"
2. ボルト分かりやすいように
図示

5. マシン前方

3. キャリッジ下シュラウド

2. キャリッジ下シュラウドの前方取り付けフランジ
を、マシンのエンジンマウントブラケットのボルトと
キャリッジボルトに滑り込ませる。

3. 2 キャリッジ下シュラウドの取り外し (ページ 7)の
ステップ2で取り外したフランジロックナット (5/16")
4本を使って、キャリッジ下シュラウドをエンジンマ
ウントブラケットにボルトで組み付ける。

4. キャリッジ下シュラウドの後部の穴をシャーシの
穴に合わる。
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g189585

図図図 83
図は 2017年度モデル。2016年度モデルもほぼ同じ。

1. フランジヘッドボルト5/16"
x 7/8"

3. ワッシャ5/16"

2. キャリッジ下シュラウド 4. マシン前方

5. 次のように、2 キャリッジ下シュラウドの取り外し
(ページ 7)のステップ1で取り外したハードウェアを
使って、キャリッジ下シュラウドの後部をシャー
シに組み付ける。

• 2016 年年年度度度のののマママシシシンンン — フランジヘッドボルト
5/16" x ⅞"7本とワッシャ5/16"7枚

• 2017年年年度度度以以以降降降のののマママシシシンンン— フランジヘッドボル
ト5/16" x ⅞"5本とワッシャ5/16"5枚

6. ボルトとナットを11291582N∙cm1.21.7kg.mでトル
ク締めする。

15
リリリアアアワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススののの接接接続続続

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

3 ケーブルタイ

ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススをををマママニニニホホホルルルドドドマママウウウンンン
トトトへへへ配配配線線線すすするるる
1. ワイヤーハーネスの203cmの分岐をバルブマウ

ントのサポートストラットの内側に、10個のバルブ
マウントに向かって後方に配設する。

g030995

図図図 84

1. マニホルドマウント 6. プッシュファスナー

2. 3ソケットコネクタフローメー
タ

7. 2ピンコネクタ(ホースリール
電源)

3. 81cm のワイヤーハーネス
枝線—フローメータと攪拌
バルブ

8. 3ソケットコネクタホースリー
ル

4. 電気コネクタ攪拌バルブ 9. マシン前方

5. 203 cmワイヤーハーネス
分岐 - ASC10、リフトシリ
ンダーソレノイド、110noセ
クションバルブ

2. フローメータと撹拌バルブ用の81cmワイヤーハー
ネス分岐をマニホールドマウントの前面に通し
て配線する。

3. 81cmワイヤーハーネス分岐の押し込み型ファス
ナーをマニホールドマウントの下側フランジの穴
に挿入する。
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ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススをををバババルルルブブブ10本本本用用用マママウウウ
ンンントトトへへへ配配配線線線
1. セクション バルブ用の10個のコネクタを使って、

203cmのワイヤーハーネス分岐をバルブ10本
用マウントの背面を横切ってバルブの後方と下
に配線する。

g031027

図図図 85

1. 3ソケットコネクタ(ノズルバ
ルブ位置10)

5. 4ソケットコネクタASC 10へ

2. バルブ10本用マウント 6. マシン前方

3. 40ソケットコネクタASC 10 7. プッシュファスナー

4. 203cmワイヤーハーネス
分岐 - ASC10、リフトシリ
ンダーソレノイド、ノズルバ
ルブ 110

2. 203cm ワイヤーハーネス分岐の押し込み型ファ
スナーをバルブ10本用マウントの下側フランジ
の穴に挿入する。

スススプププレレレーーーポポポンンンプププのののワワワイイイヤヤヤーーーハハハーーーネネネススス
ののの配配配線線線
1. 散水ポンプソレノイド用の86cmワイヤーハーネス
分岐を散水フレーム チャネルの上部を横切って
散水ポンプ ソレノイドに向かって下に配線する。

g492187

図図図 86

1. 86cm のハーネス枝線—散
水ポンプのソレノイド

4. マシン前方

2. 203cmワイヤーハーネス
分岐 - ASC10、リフトシリ
ンダーソレノイド、ノズルバ
ルブ 110

5. プッシュインファスナー

3. チャネル部材スプレーヤの
フレーム

2. 86cmワイヤーハーネス分岐の押し込み型ファス
ナーを散水フレーム チャネルの穴に挿入する。
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ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススをををマママニニニホホホルルルドドドマママウウウンンントトト
ののの各各各機機機器器器ににに接接接続続続すすするるる
1. フフフロロローーーメメメーーータタタというラベルと圧圧圧力力力トトトララランンンスススデデデュュューーー

サササというラベルが付いた203cmワイヤハーネス
分岐のコネクタをマニホールド マウントの後方
に配線する。

g492190

図図図 87

1. 磁石式のハーネスアンカー 4. 3ソケットコネクタリアワイ
ヤハーネス圧力トランス
デューサというラベル付き

2. フローメータ 5. 3ピンコネクタフローメータ
3. 3ソケットコネクタリアワイヤ

ハーネスフローメータとい
うラベル付き

6. 3ピンコネクタ圧力トランス
デューサ

2. フローメータ用の203cmワイヤーハーネス分岐の
3 ソケットコネクタ (ラベルなし) をフローメータハー
ネスの3 ピンコネクタに接続する。

3. 圧圧圧力力力トトトララランンンスススデデデュュューーーサササとラベルの付いた203cmワ
イヤーハーネス分岐の3 ソケット コネクタを、圧力
トランスデューサーの3 ピンコネクタに接続する。

4. フローメータと圧力トランスデューサのマグネッ
トハーネスアンカーをマニホールドマウントの表
面に貼り付ける。

5. 撹拌バルブのハーネス用の3 ピンコネクタをマニ
ホールドマウントの前方に配線する。

g492188

図図図 88

1. 攪拌バルブ 3. 3ソケットコネクタ攪拌バル
ブのハーネス

2. マニホルドマウント

6. 撹拌バルブのハーネス用の 3 ピン コネクタを、撹撹撹
拌拌拌バババルルルブブブというラベルが付いた203 cmワイヤハー
ネス分岐の3 ソケットコネクタに接続する。

g492189

図図図 89

1. 3ピンコネクタリアワイヤ
ハーネス撹拌バルブという
ラベルが付

3. 3ソケットコネクタ攪拌バル
ブのハーネス

2. マニホルドマウント
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ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススををを昇昇昇降降降シシシリリリンンンダダダのののマママニニニ
ホホホルルルドドドののの各各各ソソソレレレノノノイイイドドドににに接接接続続続すすするるる
1. 昇降シリンダー マニホールドの底部で、イイイネネネーーーブブブ

ルルルソソソレレレノノノイイイドドドというラベルが付いたリア ワイヤー
ハーネスの2 ソケットコネクタを、イネーブルソレ
ノイドの2 ピンコネクタに接続する。

g031046

図図図 90

1. 2ピンコネクタ左降下ソレノ
イド昇降シリンダマニホルド

6. 2ソケットコネクタ右上昇メ
インハーネスのコネクタ

2. 2ピンコネクタ左上昇ソレノ
イド昇降シリンダマニホルド

7. 2ソケットコネクタ右上昇メ
インハーネスのコネクタ

3. 2ソケットコネクタ左降下メ
インハーネスのコネクタ

8. 2ピンコネクタ右上昇ソレノ
イド昇降シリンダマニホルド

4. 2ソケットコネクタ左上昇メ
インハーネスのコネクタ

9. 2ピンコネクタ右降下ソレノ
イド昇降シリンダマニホルド

5. 2ソケットコネクタイネーブ
ルソレノイド (メインハーネ
スのコネクタ)

10. マシン後方

g031047

図図図 91

1. 2ピンコネクタ右降下ソレノ
イド昇降シリンダマニホルド

7. 2ソケットコネクタ右上昇メ
インハーネスのコネクタ

2. 2ピンコネクタ右上昇ソレノ
イド昇降シリンダマニホルド

8. 2ソケットコネクタ左上昇メ
インハーネスのコネクタ

3. 2ピンコネクタ左上昇ソレノ
イド昇降シリンダマニホルド

9. 2ソケットコネクタイネーブ
ルソレノイド (メインハーネ
スのコネクタ)

4. 2ピンコネクタ左降下ソレノ
イド昇降シリンダマニホルド

10. 2ピンコネクタイネーブルソ
レノイド昇降シリンダマニホ
ルド

5. マシン後方 11. 2ソケットコネクタ左降下メ
インハーネスのコネクタ

6. 2ソケットコネクタ右降下メ
インハーネスのコネクタ

2. 右下のソレノイドで、右右右降降降下下下というラベルが付い
た後部ワイヤーハーネスの2 ソケットコネクタを、
右降下ソレノイドの2 ピンコネクタに接続する。

3. 右上のソレノイドで、右右右上上上昇昇昇というラベルが付いた
後部ワイヤーハーネスの 2 ソケット コネクタを、
右上昇ソレノイドの2 ピンコネクタに接続する。

4. 左下のソレノイドで、左左左降降降下下下というラベルが付い
た後部ワイヤハーネスの2 ソケットコネクタを、左
降下ソレノイドの2 ピンコネクタに接続する。

5. 左上のソレノイドで、後方ワイヤハーネスの左左左上上上
昇昇昇というラベルのついた2ソケットコネクタを、左
上昇ソレノイドの2ピンコネクタに接続する。

ワワワイイイヤヤヤーーーハハハーーーネネネスススととと散散散水水水バババルルルブブブののの接接接続続続
1. ノノノズズズルルルバババルルルブブブ 1ノノノズズズルルルバババルルルブブブ5のラベルが付けた

203cmワイヤーハーネス分岐の3 ソケットコネクタ
を、10バルブマウントの後方、ノズルバルブ15
の下に配線する。
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g491698

図図図 92

1. 3ピンコネクタノズルバルブ
のハーネス

5. ノズルバルブ 10番

2. ノズルバルブ 1番 6. 3ピンソケットコネクタリアワ
イヤハーネスラベルは ノズ
ルバルブ 1

3. ノズルバルブ 5番 7. 3ピンソケットコネクタ後方
ワイヤハーネスラベルはノ
ズルバルブ 6

4. ノズルバルブ 6番

2. ノノノズズズルルルバババルルルブブブ6ノノノズズズルルルバババルルルブブブ 10のラベルが付い
た203cmワイヤーハーネス分岐の3 ソケットコネ
クタを、10バルブマウントの後方、ノズルバルブ
610 の下に配線する。

3. ノノノズズズルルル 1というラベルが付いたリアワイヤーハーネ
スの3 ピンソケットコネクタを、ノズルバルブ 1の
ハーネスの3 ピンコネクタに接続する。

重重重要要要 リリリアアアワワワイイイヤヤヤーーーハハハーーーネネネスススのののラララベベベルルルののの付付付いいいたたた各各各
3 ピピピンンンソソソケケケッッットトトコココネネネクククタタタををを、、、ノノノズズズルルルとととバババルルルブブブののの各各各位位位
置置置ででで正正正しししいいい3 ピピピンンンコココネネネクククタタタににに接接接続続続すすするるるここことととががが重重重要要要。。。

4. ノズルバルブ位置210で手順3を繰り返す。

ワワワイイイヤヤヤーーーハハハーーーネネネスススととと散散散水水水ポポポンンンプププおおおよよよびびび
速速速度度度セセセンンンサササーーーののの接接接続続続
1. マシンの後ろで—散水ポンプの内側で、86cmワ

イヤーハーネス分岐の散散散水水水ポポポンンンプププソソソレレレノノノイイイドドドとい
うラベルの付いた2 ソケットコネクタをポンプ用リ
レーの2 ピンコネクタに接続する。

g030464

図図図 93

1. 2ピンコネクタポンプ用リ
レー

3. マシン前方

2. 2ソケットコネクタワイヤ
ハーネスの 86cm枝線

2. マシンの後部 (右フレームチューブと右フェンダー
の間) で、リアメインハーネスの3 ソケットコネクタ
(マークなし) と、右油圧トラクションモーターの速
度センサーハーネスの3ピンコネクタを接続する。

g030454

図図図 94

1. 3ソケットコネクタ後部、メ
インハーネス

3. マシン前方

2. 3ピンコネクタ油圧モータの
ハーネス
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ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススをををエエエンンンジジジンンンルルルーーームムムををを通通通
しししててて配配配線線線すすするるる
1. ワイヤーハーネスの165cmの分岐を上に配線し、

エンジンシュラウドの右側のサポートに沿って、エ
ンジンコンパートメントの後部、エアフィルターとエ
ンジンを接続するダクトの前方に配線する。

注注注 この 165cmリアワイヤーハーネスの枝線の最
終的な固定はナビゲーション用データと電気ハー
ネスをバッテリーに配線 (ページ 52)で行う。

g030986

図図図 95

1. エアフィルタ エンジン 4. マシン右側

2. エンジンシュラウドのサポー
ト右側

5. マシン前方

3. 165cm の枝線リアワイヤ
ハーネス

2. 165cmワイヤーハーネスの分岐をシートボックス
アングル部材を越えて、エンジン シュラウドの左
側のサポートに沿って下に配線する。

注注注 この 165cmリアワイヤーハーネスの枝線の最
終的な固定はナビゲーション用データと電気ハー
ネスをバッテリーに配線 (ページ 52)で行う。

g030944

図図図 96

1. 165cm の枝線リアワイヤ
ハーネス

4. マシン前方

2. シートボックスのアングル
部材

5. マシンの左側

3. エンジンシュラウドのサポー
ト左側

3. 165cmリアワイヤーハーネスの枝線を、エンジン
シュラウドの左側のサポートに沿って、左側のフ
レームチューブの下に配線する。

g032563

図図図 97

1. 165cm の枝線リアワイヤ
ハーネス

5. マイナス端子黒ワイ
ヤ165cm の枝線リアワイ
ヤハーネス

2. エンジンシュラウドのサポー
ト左側

6. マシン前方

3. 左側フレームチューブ 7. マシンの左側

4. プラス端子赤ワイヤ165cm
の枝線リアワイヤハーネス

4. 50A ヒューズとワイヤー ハーネスの 165cm 分
岐のプラスおよびマイナスのリング端子をバッテ
リーの上部に配線する。

注注注次の手順でリング端末のインストールを完了
する。
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散散散水水水ポポポンンンプププ遮遮遮断断断回回回路路路のののワワワイイイヤヤヤーーーハハハーーー
ネネネスススののの配配配線線線
1. 運転席を前に倒して、座席についている支え棒を

コンソールチャネルのくぼみに入れて固定する。

2. センターコンソールの左側でカバーを固定してい
る5本のフランジヘッドボルト (1/4 x 3/4") を取り
外す。

g034981

図図図 98

1. フランジヘッドボルト1/4 x
3/4"

2. カバー (左側 — 中央コン
ソール)

3. センターコンソールからカバーを外す。

注注注必要に応じて、センターコンソールからカバー
を取り外すときに運転席を下に回転さる。

g034982

図図図 99

1. コンソールのフレーム

4. リア ワイヤーハーネスの81cmの枝線をフロントワ
イヤーハーネスに沿って、コンソールチャネルの
グロメットを通して上に配線する。

g035004

図図図 100

1. 81cmワイヤーハーネス分
岐 -散水ポンプ遮断回路

3. グロメット中央コンソール

2. 3ソケットコネクタCAN診断
用

4. グロメットコンソールのチャ
ネル材

5. リアワイヤーハーネスの81cmの枝線をフロントワ
イヤーハーネスに沿って前方に配線し、センター
コンソール後部のグロメットに通す。

散散散水水水ポポポンンンプププスススイイイッッッチチチへへへののの散散散水水水ポポポンンンプププ
遮遮遮断断断回回回路路路ののの追追追加加加
1. 散水ポンプ スイッチの8 ソケットコネクタのラッチ

を押し込み、コネクタをスイッチから分離する。

g035005

図図図 101

1. 8ソケットコネクタ散水ポン
プスイッチ

3. 81cm のワイヤーハーネス
枝線

2. 散水ポンプスイッチ

2. コネクタの背面が見え、ラッチが上になるように
8 ソケットコネクタを配置する。
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g035002

g035019

図図図 102

1. ラッチ8ソケットコネクタ) 3. 端子81cm ワイヤーハーネ
スの枝線

2. 端子位置 #4 (8 ソケットコネ
クタ -散水ポンプ スイッチ)

4. 81cm のワイヤーハーネス
枝線

3. リアワイヤーハーネスの81cm枝線端の端子を8
ソケットコネクタの端子位置 #4 に挿入する。

注注注端子についているラッチを、8ソケットコネクタ
に確実に掛ける。

4. ワイヤーハーネスの場合は8 ソケット コネクタ
を、散水ポンプスイッチの場合は8 ピン コネクタ
を接続する。

g035003

図図図 103

5. リアワイヤーハーネスの81cm枝線をマシンのフロ
ントワイヤーハーネスに固定する。

g035020

図図図 104

1. ケーブルタイ

6. 取り外したカバー図 99をセンターコンソールの左
側に合わる。

g035021

図図図 105

44
 



7. 前に取り外した (図 98)フランジヘッドボルト (1/4 x
3/4") 5本を使ってカバーをセンターコンソールに取
り付け、ボルトを 520 678 N·cm (0.560.73kgm)
でトルク締めする。

16
ダダダッッッシシシュュュゲゲゲーーージジジ用用用感感感圧圧圧チチチュュューーー
ブブブののの接接接続続続

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

ダダダッッッシシシュュュゲゲゲーーージジジ用用用感感感圧圧圧チチチュュューーーブブブののの接接接続続続
1. ダッシュボード内の圧力計からの感圧チューブ

の端をバルブセクションの端にあるカップラに合
わせる。

g491699

図図図 106

1. カップラ 2. 感圧チューブダッシュ圧力
計より

2. 感知チューブが完全に固定されるまで、感知
チューブをカップラに挿入する。

17
ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンン受受受信信信機機機ののの取取取りりり
付付付けけけ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ナビゲーション受信機

1 受信機用マウント

4 ボルトM5

4 ワッシャ

4 ボルト

4 フランジロックナット⅜"

手手手順順順
1. ボルト (M5) 4本とワッシャー4個を使って、受信
機を受信機マウントに固定する。

注注注両方の矢印がマシンの正面を向くようにする

g423319

図図図 107

2. レシーバー マウントの矢印をロールバーの中央
に合わせ、U ボルト4本とロックナット (3/8 イン
チ) 4個を使ってアセンブリをROPSに固定する。
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g412964

図図図 108

1. これらが同じ測定値になるようにする。

18
モモモデデデムムムアアアンンンテテテナナナをををマママシシシンンンににに取取取
りりり付付付けけけ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 アンテナマウント

2 リベット

2 マグネット

1 モデムアンテナ

1 高感度アンテナ

7 ケーブルタイ

モモモデデデムムムアアアンンンテテテナナナののの取取取りりり付付付けけけ
1. モデムアンテナブラケットをロールバーに取り付

ける。

g413025

図図図 109

2. アンテナの取り付け面に付着したグリースや油を
取り除く。

3. 両面テープの裏紙を剥がし、アンテナをマウン
トに貼り付ける。

g420496

図図図 110

4. アンテナとワイヤーハーネスを3本のケーブルタ
イでマウントに固定する。
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g421742

図図図 111

5. 高感度アンテナをロールバーに設置する。

g423316

図図図 112

モモモデデデムムムとととアアアンンンテテテナナナのののハハハーーーネネネスススののの配配配線線線
1. モデムアンテナハーネスをロールバーに沿って
右側に配線する。

g423316

図図図 113

2. ハーネスを下前方に配線する。
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19
デデディィィスススプププレレレイイイののの取取取りりり付付付けけけ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ディスプレイ

1 ボールマウント

1 モニタアーム

1 補強ブラケット

4 フランジヘッドボルト 1/4 x 1-1/2"

4 ワッシャ1/4"

4 フランジロックナット1/4"

ダダダッッッシシシュュュパパパネネネルルルののの準準準備備備
1. ダッシュパネルの握りハンドルの左側にある4つ

の穴のパンチアウト (1/4") を見つける。

g034912

図図図 114

1. 打ち抜き穴6㎜ダッシュパ
ネル

2. 握りハンドル

2. ダッシュパネルから4つの打ち抜き穴を取り外す。

フフフーーードドドブブブラララケケケッッットトトののの取取取りりり外外外ししし
1. フードブラケットをダッシュボードに固定しているプ

ラスなべネジ (1/4 x 1") 2本とロックナット (1/4")
を取り外す。

g310745

図図図 115

1. クリップナット(1/4") 3. プラスなべネジ (1/4 x 1")
2. フードブラケット 4. フランジロックナット1/4"

2. クリップナット (1/4") 2個をフードブラケットから
取り外す。

注注注 プラスのなべネジ、フランジロックナット、およ
びクリップナットは保管しておき、フードブラケット
は廃棄する。

補補補強強強ブブブラララケケケッッットトトののの準準準備備備
前に取り外したクリップナットを補強ブラケットに取り
付ける。
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g310743

図図図 116

1. 補強ブラケット 2. クリップナット

ボボボーーールルルピピピボボボッッットトトマママウウウンンントトトブブブラララケケケッッットトトののの
取取取りりり付付付けけけ
1. フランジヘッドボルト (1/4 x 1-1/2") 4本とワッ

シャー4個を使ってブラケットをダッシュボードに
組み付け、フランジロックナット (1/4") 4個で補強
プレートに固定する。

g413140

図図図 117

2. 以前取り外したプラスなべネジ (1/4 x 1") 2本とフ
ランジロックナット (1/4") を使って、補強プレート
を緩く組み付ける。

3. フランジヘッドボルト、プラスなべネジ、およびフラ
ンジロックナットを11631435N·cm (1.261.55kgm)
でトルク締めする。

デデディィィスススプププレレレイイイののの取取取りりり付付付けけけ
1. ボルト (5/16") 4本とナット (5/16") 4個を使って、

ディスプレイアセンブリをブラケットに固定する。

g413141

図図図 118

2. 所要の位置でディスプレイアームノブを締める。
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20
ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンンコココンンンポポポーーーネネネンンントトト
関関関係係係のののワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススののの取取取りりり
付付付けけけ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ハーネスアダプタ

1 データおよび電気ハーネス

8 ケーブルタイ

ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンン用用用デデデーーータタタととと電電電気気気ハハハーーー
ネネネスススののの識識識別別別

g310848

図図図 119

1. 12 ソケットコネクタ - ナビ
ゲーション受信機 AGI4 A
コネクタ (グレー)

6. 270.5cm電源ハーネス枝線

2. 12 ソケットコネクタ - ナビ
ゲーション受信機 AGI4 B
コネクタ (グレー)

7. 26 ソケットコネクタ—(スプ
レーヤーモニター)

3. 302cm データハーネス枝
線 (ナビゲーション受信機)

8. 226cmデータハーネス枝線
(スプレーヤーモニター)

4. リング端子 (バッテリーの
プラスとバッテリーのマイ
ナスに)

9. 4ピンコネクタリアハーネス
インターフェース—CAN 2
ASC 10 バス)

5. ソケットコネクタスイッチン
グ電源

10. 34cmデータハーネス枝線
(リアハーネスインターフェ
イス)

ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンン用用用デデデーーータタタととと電電電気気気ハハハーーーネネネ
スススをををナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンン受受受信信信機機機ににに接接接続続続
1. ナビゲーション用データと電気ハーネスの302cm
枝線を、12 ソケットコネクタ (灰灰灰色色色) と 12 ソケット
コネクタ (黒黒黒色色色) を使って右ROPSチューブに沿っ
てナビゲーション受信機に向かって配線する。

重重重要要要 ワワワイイイヤヤヤーーーハハハーーーネネネスススをををROPSチチチュュューーーブブブににに固固固定定定
すすするるる際際際ははは、、、コココネネネクククタタターーーををを引引引っっっ張張張らららななないいいよよよううう、、、ハハハーーー
ネネネスススにににあああるるる程程程度度度ののの余余余裕裕裕ををを持持持たたたせせせててて固固固定定定すすするるる。。。

2. AGI4 A キー (灰色) というラベルの付いたデータ
ハーネスの12 ソケットコネクタの長面にある2つ
のコネクタを、アダプタハーネスの2つのコネク
タスロットに接続する。

g420537

図図図 120

3. アダプターハーネスを受信機に差し込む。

ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンン用用用デデデーーータタタおおおよよよびびび電電電気気気
ハハハーーーネネネスススをををリリリアアアGeoLinkハハハーーーネネネスススににに
接接接続続続
1. CAN 2 ASC 10 バスというラベルの付いた 4 ピン

コネクタを備えた電気ハーネスの302cmデータ
ハーネス枝線を、マシンの前面および背面のワ
イヤハーネスが接続される領域まで配線する。
前後のワイヤーハーネス接続する (ページ 33)の
図 78を参照方。
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g420549

図図図 121

1. ケーブルタイ 3. 34cmデータハーネス枝線
(4 ピン コネクタ CAN 2 ASC
10 バス)

2. 302cm データハーネス枝
線 (ナビゲーション受信機)

4. 270.5cm電源ハーネス枝線

2. CAN 2 ASC 10 バスというラベルの付いた 4 ピン
コネクタを備えた34cmデータハーネスの枝線を、
マシンの前面と背面のワイヤ ハーネスが接続さ
れる領域まで配線する。前後のワイヤーハーネ
ス接続する (ページ 33)の図 78を参照方。

3. CAN 2 ASC 10 バスというラベルの付いたデータ
ハーネス枝線の4 ピンコネクタを、CAN 2 /散水
コントローラ回路用のリアGeoLinkハーネスの4 ソ
ケットコネクタに接続する。

g310869

図図図 122

1. 34cmデータハーネス枝線
(ナビゲーション用データお
よび電気ハーネス)

4. 4ピンコネクタ (CAN 2 ASC
10 バスとラベルが付き-
データ ハーネス枝線)

2. マシンのフロントワイヤハー
ネス

5. 4 ソケットコネクタ (ラベルな
しASC 10電源およびCAN -
リアGeoLinkワイヤーハー
ネス)

3. マシン前方 6. リアGeoLinkワイヤーハー
ネス

終終終端端端抵抵抵抗抗抗ののの取取取りりり外外外ししし

データケーブルの6 ソケットコネクタから終端抵抗を取
り外して廃棄する。

g314497

図図図 123

1. データケーブルの6 ソケッ
トコネクタ

2. 終端抵抗
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ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンン用用用デデデーーータタタととと電電電気気気ハハハーーーネネネ
スススをををバババッッッテテテリリリーーーににに配配配線線線
1. ナビゲーション用データと電気ハーネスの270.5cm

の電源枝線をシートボックスアングル部材を越え
て、エンジンシュラウドの左側のサポートに沿っ
て下に配線する。

g031296

図図図 124

1. ケーブルタイ 5. マシン前方

2. エンジンシュラウドのサポー
ト

6. エアフィルタ エンジン

3. 241cm枝線フロントマシン
ワイヤーハーネス

7. 226cmデータハーネス枝線
(スプレーヤーモニター)

4. マシン右側 8. 270.5cm電源枝線 (ナビ
ゲーション用データおよび
電気ハーネス)

2. ハーネスをケーブルタイでエンジンシュラウドサ
ポートに固定する。

3. 270.5cmの電源枝線を、エンジンシュラウドの左
側のサポートに沿って、左側のフレームチューブ
の下に配線する。

g031297

図図図 125

1. マシンの左側 5. エンジンシュラウドのサポー
ト

2. 241cm枝線フロントマシン
ワイヤーハーネス

6. マシン前方

3. シートボックス用アングル
部材の穴

7. 270.5cm電源枝線 (ナビ
ゲーション用データおよび
電気ハーネス)

4. ケーブルタイ

4. ハーネスをシートボックス用アングル部材の穴と
エンジンシュラウドサポートに3本のケーブルタイ
で固定する。

g032577

図図図 126

1. 165cm枝線フロントマシン
ワイヤーハーネス

5. マイナスリング端子 (黒色
ワイヤ) - 電源枝線 (ナビ
ゲーション用データおよび
電気ハーネス)

2. エンジンシュラウドのサポー
ト

6. プラスリング端子 (赤いワイ
ヤ) - 電源枝線 (ナビゲー
ション用データおよび電気
ハーネス)

3. ケーブルタイ 7. マシン前方

4. 左側フレームチューブ 8. マシンの左側
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5. ナビゲーションシステムの電気ハーネスの220cm
枝線の10Aヒューズとプラスおよびマイナスのリン
グ端子をバッテリーの上部に配線する。

注注注次の手順でリング端末のインストールを完了
する。

デデデーーータタタケケケーーーブブブルルルののの配配配線線線とととモモモニニニタタターーーへへへ
ののの接接接続続続
1. エンジンコンパートメントの右側で、モニター用

の226cmデータハーネス枝線をエンジンエアフィ
ルターの前方、ラジエーターの右下隅に向かっ
て下に配線する。

g310897

図図図 127

1. エアフィルタ エンジン 4. ラジエター

2. マシンのフロントワイヤハー
ネス

5. マシン前方

3. 226cmデータハーネス枝線
(スプレーヤーモニター)

6. R クランプ

2. ハーネスを前方に配線し、マシン底部にある2つ
のRクランプを通して、フロアパネルの穴を囲む
グロメットを貫通して上に通す。

g031284

図図図 128

1. R クランプ 3. グロメットフロアパン

2. 226cmデータハーネス枝線
(スプレーヤーモニター)

4. マシン前方

3. ハーネスをケーブルタイ3本でマシンのフロントワ
イヤー ハーネスに固定する。

4. 引き続き、ハーネスの枝線をマシンのフロントワ
イヤーハーネスに沿って上に配線し、ダッシュパ
ネルの穴を囲むグロメットを貫通して上に通す。

5. ケーブルをモニターの背面に差し込む。

g422947

図図図 129
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21
モモモデデデムムム電電電源源源ハハハーーーネネネスススのののマママシシシンンン
へへへののの取取取りりり付付付けけけ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 モデム電源ハーネス - 1850mm - GeoLink精密散水 シ
ステムキット (モデル 41712またはモデル 41713)

5 ケーブルタイ - GeoLink精密散水システムキット (モデ
ル 41712またはモデル 41713)

モモモデデデムムム電電電源源源ハハハーーーネネネスススののの配配配線線線
1. 燃料タンクブラケットと右側のフロントフェンダーの
間で、モデム電源ハーネスのタブ端子 (スイッチ
のラベルが付いている) と2つのリング端子 (バッ
テリーとアースのラベルが付いている) を機械のフ
レームの下に配線する。

g310037

図図図 130

1. モデム電源ハーネス 2. ワイヤー端子

2. 右シートボックスの内側で、モデム電源ハーネ
スを前方に、RS232というラベルの付いた電源
ハーネスコネクタをマシンのワイヤ ハーネスに
沿って配線する。

注注注 RS232というラベルの付いたコネクタは使用さ
れていない。

g310038

g310039

図図図 131

1. モデム電源ハーネス 3. 9 ピンコネクタ (RS232のラ
ベル付き -未使用)

2. マシン前方

3. モデムの電源ハーネスをラジエーターの上部を
横切ってマシンのワイヤーハーネスに沿って配
線する。
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g301675

g301795

図図図 132

1. マシンのワイヤハーネス 2. モデム電源ハーネス

ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススをををヒヒヒュュューーーズズズブブブロロロッッックククににに
接接接続続続すすするるる
1. スイッチというラベルが付いたモデム電源ハーネ

スの端子を、ヒューズブロックのオプション電源
用ソケットコネクタに差し込む。

注注注 マシンのヒューズ ブロックに利用可能なオプ
ション電源回路がない場合は、追加のオプション
ヒューズブロックを取り付ける。必要に応じてToro
の正規代理店に問い合わせてください。

g301670

図図図 133

1. 端子 (バッテリーというラベ
ル付き - モデム電源ハーネ
ス)

2. ソケットコネクタオプション
電源ヒューズブロック

2. ステップ1で使ったオプション電源回路のヒューズ
ブロックソケットにヒューズ (10A) を挿入する。

g301672

図図図 134

1. ヒューズブロック 2. ヒューズ (10 A)

3. キットワイヤーハーネスのスイッチ電源およびアー
ス分岐を5本の結束バンドでマシンのワイヤー
ハーネスに固定する。

ハハハーーーネネネスススをををバババッッッテテテリリリーーーににに配配配線線線すすするるる
1. バッテリーとアースのラベルが付いたハーネス

のリング端子を後方のシートサポートの上に配
線する。
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g315080

図図図 135

2. リング端子を左側のフレームチューブの下とバッ
テリー上部を横切るように配線する。

注注注次の手順で、リング端子をバッテリーケーブ
ルに組み付ける。

22
モモモデデデムムム用用用デデデーーータタタハハハーーーネネネスススのののマママ
シシシンンンへへへののの取取取りりり付付付けけけ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 モデム用データハーネス - 300cm

8 ケーブルタイ

モモモデデデムムム用用用デデデーーータタタハハハーーーネネネスススをををデデディィィスススプププ
レレレイイイににに接接接続続続

モデム用ハーネスコネクタをディスプレイにねじで固
定する。

g420566

図図図 136

モモモデデデムムム用用用デデデーーータタタケケケーーーブブブルルルののの配配配線線線
1. モデム用データケーブルをストーリッジコンパート

メントに通す。

2. モデム用データケーブルをマシンのワイヤーハー
ネスに沿って配線し、フロアプレートのグロメッ
トに通す。

g310208

図図図 137

1. モデム用データケーブル 2. グロメット床板

3. モデム用データケーブルをケーブルタイ4本でマシ
ンのワイヤーハーネスに固定する。

4. マシンの底部で、モデム用データケーブルをマシ
ンのワイヤーハーネスに沿って後方に配線する。
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g310209

図図図 138

1. モデム用データケーブル 3. グロメット床板

2. マシン後方

5. ラジエーターの背面で、モデム用データケーブル
を上向きに配線する。

g310210

図図図 139

1. モデム用データケーブル

6. モデム用データケーブルをケーブルタイ4本でマシ
ンのワイヤーハーネスに固定する。

7. モデム用データケーブルをモデム電源ハーネス
に沿って、マシンの右側から出し、燃料タンク
ブラケットと右側のフロントフェンダーの間に配
線する。

g310211

g310212

図図図 140

1. モデム用データケーブル 2. モデム電源ハーネス

23
CL-55モモモデデデムムムのののイイインンンススストトトーーールルル
こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 CL-55モデム

1 モデムブラケット

2 ボルト (#10 x 1-3/4")

2 スペーサ

2 ロックナット (#10)

アアアンンンテテテナナナハハハーーーネネネスススのののをををモモモデデデムムムへへへののの接接接続続続
1. WIFIというラベルが付いたモデムアンテナハーネ

スの同軸コネクタを、WIFI/BTというマークが付
いたCL-55モデムの同軸ポートに差し込み、同
軸コネクタを締める。
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g310538

図図図 141

1. 同軸コネクタ (WIFIというラ
ベル付き- モデムアンテナ
ハーネス)

3. バイオレット同軸押し込み
型コネクタ (LTE-1というラ
ベル付き- モデムアンテナ
ハーネス)

2. 青色の同軸押し込み型コ
ネクタ (GNSSというラベル
付き- モデムアンテナハー
ネス)

4. 赤色の同軸押し込み型コ
ネクタ (LTE-2というラベル
付き- モデムアンテナハー
ネス)

2. GNSSというラベルが付いたモデムアンテナハー
ネスの青い同軸押し込み型コネクタを、GPSとい
うマークが付いたCL-55モデムのコネクタに、コネ
クタがしっかりとラッチされるまで差し込む。

3. LTE-1というラベルが付いたモデムアンテナハーネ
スの紫色の同軸押し込み型コネクタを、3G / 4G
というマークが付いたCL-55モデムのコネクタに、
コネクタがしっかりとラッチされるまで差し込む。

4. CDMAモモモデデデムムムのののみみみLTE-2というラベルが付いたモ
デムアンテナハーネスの赤い同軸押し込み型コ
ネクタを、4G DIVというマークが付いたCL-55モ
デムのコネクタに、コネクタがしっかりとラッチ
されるまで差し込む。

注注注 GSMモデムにはLTE-2コネクタがない。

モモモデデデムムムデデデーーータタタととと電電電源源源ハハハーーーネネネスススをををモモモデデデ
ムムムににに接接接続続続
1. イーサネット CL55というラベルが付いたモデム

データハーネスの4 ピンコネクタをCL-55モデムの
4 ソケットコネクタ (マークなし) に差し込み、4 ピ
ンコネクタの刻み付きナットを締め付ける。

g310539

図図図 142

1. 4 ピンコネクタ (イーサネッ
ト CL55というラベル付き -
モデムデータハーネス)

3. 18ソケットコネクタCL55と
いうラベル付き - モデム電
源ハーネス)

2. 4 ソケットコネクタ (マーク
無 - CL-55モデム)

4. 18ピンコネクタCL-55モデム

2. CL55というラベルが付いたモデム電源ハーネス
の18 ソケットコネクタをCL-55モデムの18 ピン
コネクタに差し込む。

モモモデデデムムムのののマママシシシンンンへへへののの取取取りりり付付付けけけ
1. ボルト (#10 x 1-3/4”)2本、スペーサー2枚、お

よびロックナット (#10) 2個を使ってモデムをブラ
ケットに固定する。

g423318

図図図 143
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2. モデムブラケットを右側のシートボックスパネルの
ボルトヘッドの上に配置する。

重重重要要要ワワワイイイヤヤヤーーーハハハーーーネネネスススがががモモモデデデムムムブブブラララケケケッッットトト内内内ににに配配配
線線線ささされれれるるるよよようううにににすすするるる。。。

g338608

図図図 144

1. モデムブラケット 2. 右側のシートボックスパネ
ル

24
ISO-CANバババスススハハハーーーネネネスススののの配配配線線線
こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ISO-CAN バス ハーネス - 302cm

12 ケーブルタイ

ISO-CAN バババスススハハハーーーネネネスススをををGeoLink
ハハハーーーネネネスススににに接接接続続続
複複複雑雑雑なななチチチュュューーーブブブカカカバババーーー付付付きききGeoLinkナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョ
ンンンケケケーーーブブブルルル

1. マシンの前面で、ISO-CANバスハーネスる302cm
の4 ピンコネクタ (TO ISOBUSというラベルが付い
てい) をダッシュ パネルに向けて配置する。

g308950

図図図 145

1. ISO-CANバスハーネス302cmの4 ピンコネクタ (TO ISOBUS
というラベルが付いている)

2. ISO バス ターミネーターを、CAN 1 ISOBUS ター
ミネーターというラベルが付いたGeoLinkハーネス
の4 ソケットコネクタから取り外す。

注注注 キャップは不要。

g308951

図図図 146

1. 4 ソケットコネクタ (CAN 1
ISOBUS ターミネーターの
ラベルが付いたGeoLink
ハーネス)

3. 4ピンコネクタ (TO ISOBUS
とラベルが付いたISO-CAN
バスハーネス)

2. ターミネーター(ISOバス)

3. ISO-CANバスハーネスのTO ISOBUSコネクタを
GeoLinkハーネスのCAN 1 ISOBUSターミネー
ターコネクタに差し込む。
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ハハハーーーネネネスススをををコココンンンソソソーーールルルベベベーーースススににに配配配線線線
すすするるる
複複複雑雑雑なななチチチュュューーーブブブカカカバババーーー付付付きききGeoLinkナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョ
ンンンケケケーーーブブブルルル

1. ISO-CANバスハーネスのもう一方の端を床の
グロメットに通す。

g308956

図図図 147

1. グロメット床 2. ISO-CANバスハーネス

2. ISO-CANバスハーネスをケーブル タイ2本でマシ
ンのワイヤーハーネスに固定する。

3. マシンの底部で、ISO-CANバスハーネスをマシ
ンのワイヤーハーネスに沿って配線する。

g308957

図図図 148

1. ISO-CANバスハーネス

4. ISO-CANバスハーネスをケーブルタイ3本でマシ
ンのワイヤーハーネスに固定する。

5. 助手席シートを前方に回転させ、支柱で支える。

6. ラジエーターの右側で、ISO-CANバスハーネス
をマシンのワイヤーハーネスに沿ってセンターコ
ンソールに向かって配線する。

g308958

図図図 149

1. ISO-CANバスハーネス

7. ISO-CANバスハーネスをコンソールベースの下
でマシンのワイヤーハーネスに沿って配線する。

g308959

図図図 150

1. 3 ピンコネクタ (TO TORO
CANBUSというラベルが付
き) および3 ソケットコネク
タ (CAN PORT Aというラベ
ルが付き)

3. 穴コンソールベース

2. ISO-CANバスハーネス

8. ISO-CANバス ハーネスの3 ピンコネクタ (TO
TORO CANBUSというラベル付き) と 3 ソケットコ
ネクタ (CAN PORT Aというラベル付き) をコンソー
ルベースの穴に通す。

9. ISO-CANバスハーネスをのケーブル タイ6本でマ
シンのワイヤーハーネスに固定する。
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ISO-CANバババスススハハハーーーネネネスススのののマママシシシンンンワワワイイイ
ヤヤヤーーーハハハーーーネネネスススへへへののの接接接続続続
1. マシンのワイヤーハーネスの3 ソケットコネクタ

(CAN診断相互接続というラベル付き) からキャッ
プを取り外す。

g308952

図図図 151

1. キャップ 3. 3 ピンコネクタ (TO TORO
CANBUSとラベル付きの
ISO-CANバスハーネス)

2. 3 ソケット コネクタ (CAN診
断相互接続というラベル付
きのマシンワイヤーハーネ
ス)

2. ISO-CAN バス ハーネスの3 ピンコネクタ (TO
TORO CANBUSというラベル付き) をマシンのワ
イヤハーネスの3 ソケットコネクタ (CAN診断相互
接続というラベル付き) に差し込む。

25
CANバババススス抵抵抵抗抗抗ののの取取取りりり外外外ししし
必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

コココンンンソソソーーールルルのののサササイイイドドドパパパネネネルルルををを取取取りりり外外外すすす
1. 助手席を下げる。

2. センターコンソールのサイドパネルを固定して
いるフランジヘッドキャップネジ (1/4 x 3/4") 4本
を取り外す。

g301406

図図図 152

1. サイドパネル 2. フランジヘッドキャップネジ
(1/4 x 3/4")

3. 助手席を前方に傾けて、後部下部のフランジヘッ
ドキャップネジを取り外す。

4. センターコンソールからサイドパネルを外す。

終終終端端端抵抵抵抗抗抗ののの取取取りりり外外外ししし

TECコントローラーの前方で、マシンのワイヤーハー
ネスの3 ソケットコネクタ (ラベルなし) から75Ω抵抗
を取り外して保持する。

注注注 GeoLinkを備えたMulti Pro 5800スプレーヤー用の
AutoSteerキットを取り付けるときに、サイドパネルをセ
ンターコンソールに取り付ける。 AutoSteerキットのイン
ストール手順のセットアップ手順を参照方。
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g308955

図図図 153

1. TECコントローラ 3. 75Ω抵抗 (3ピン)
2. 3 ソケットコネクタ (ラベル

なし - マシンワイヤーハー
ネス)

コココンンンソソソーーールルルのののサササイイイドドドパパパネネネルルルののの取取取りりり付付付けけけ
1. フランジヘッドキャップネジ (1/4 x 3/4") 4本を使っ

て、サイド パネルをコンソール フレームに取り
付ける。

g301406

図図図 154

1. サイドパネル 2. フランジヘッドキャップネジ
(1/4 x 1/2")

2. シートを前方に傾けて、後部下部にフランジヘッ
ドキャップネジを取り付ける。

26
アアアダダダプププタタターーーハハハーーーネネネスススととと終終終端端端抵抵抵
抗抗抗ののの取取取りりり付付付けけけ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 アダプターハーネス - 13cm

1 ケーブルタイ

手手手順順順
1. 衛星受信機とアンテナで、6 ソケットコネクタの

ISOバスターミネータを取り外して廃棄する。

g420711

図図図 155

2. アダプターハーネスの6 ピンコネクタをGeoLink
ハーネスの6 ソケットコネクタに 13cm差し込む。

3. アダプターハーネスをケーブルタイでGeoLink
ハーネスに固定する。

27
GeoLink散散散水水水シシシススステテテムムム仕仕仕上上上げげげ
キキキッッットトトののの取取取付付付作作作業業業

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

リリリアアアGeoLinkハハハーーーネネネススス、、、ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョ
ンンン用用用デデデーーータタタハハハーーーネネネスススおおおよよよびびび電電電気気気ハハハーーー
ネネネススス、、、モモモデデデムムム電電電源源源ハハハーーーネネネスススのののバババッッッテテテ
リリリーーーケケケーーーブブブルルルへへへののの取取取りりり付付付けけけ
1. リアワイヤーハーネスのプラス端子赤線、マイナ

ス端子黒線、ヒューズブロック50Aをバッテリー
ボックスとマシンのシャーシの間に配線する。
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g315081

図図図 156

1. プラス+ケーブル 5. Tボルト
2. 六角ナット 6. バッテリー端子プラス

3. マイナス-ケーブル 7. プラスのリング端子 (赤色の
ワイヤー) - GeoLinkリアワ
イヤーハーネス、ナビゲー
ション データと電気ハーネ
ス、モデム電源ハーネス

4. マイナスリング端子 (黒色
のワイヤ) - リアGeoLinkワ
イヤハーネス、ナビゲー
ション用データハーネスお
よび電気ハーネス、モデム
電源ハーネス

8. バッテリー端子マイナス

2. ナビゲーション電気ハーネスのプラス端子 (赤い
ワイヤー)、マイナス端子 (黒いワイヤー)、およ
び10Aヒューズブロックをバッテリーボックスとマシ
ンのシャーシの間に配線する。

3. モデム電源ハーネスのバッテリーとアースというラ
ベルが付いたリング端子を、バッテリーボックスと
マシンのシャーシの間に配線する。

4. バッテリーケーブルの両端子に固定されているT
ボルトと六角ナットを外す図 156。

5. リアワイヤーハーネスのプラス端子 (赤いワイ
ヤ)、ナビゲーション電気ハーネスのプラス端子、
モデム電源ハーネス、およびバッテリーケーブル
のプラス端子にTボルトを取り付ける。

6. 端子とTボルトを六角ナットで仮止めする。
7. Tボルトを、リア ワイヤーハーネスのマイナス端
子 (黒いワイヤ)、ナビゲーション電気ハーネスの
マイナス端子、モデム電源ハーネス、およびマイ
ナスバッテリーケーブルの端子に取り付ける。

8. 端子とTボルトを六角ナットで仮止めする。
9. バッテリーを接続するオペレーターズマニュアルを
参照。

マママシシシンンンののの設設設定定定プププロロログググラララミミミンンングググををを行行行ううう
1. キースイッチにキーを差し込んで オン位置に回

す。

注注注 エンジンは始動させないでください。

2. スプラッシュ画面で、センターのボタン 5 (右端)
を押したままにして、メインメニュー画面にアク
セスする。

g035069

g035082

図図図 157

1. ボタン5

3. メインメニューで、[設定] オプションが強調表示さ
れるまでボタン1またはボタン2を押し、次にボタ
ン4を押して [設定] メニューに移動する。
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g035070

図図図 158

1. 上矢印 4. ボタン2
2. ボタン1 5. ボタン4
3. 下矢印 6. 選択矢印

4. [設定] メニューで、GeoLinkオプションが強調表
示されるまでボタン1またはボタン2を押し、次に
ボタン4を押してGeoLinkメニューに移動する。

g035067

図図図 159

1. 上矢印 4. ボタン2
2. ボタン1 5. ボタン4
3. 下矢印 6. 選択矢印

5. GeoLinkメニューで、ボボタン4を押して [はい] オ
プションを選択し、ボタン5を押して設定を保存
し、メニューを終了する。

g035068

図図図 160

1. ボタン4 3. ボタン5
2. 選択矢印 4. Exit終了

6. キーを オフ 位置に回す。

g035108

図図図 161

7. キースイッチを オン位置にする。

注注注 GeoLinkシステムのスプラッシュ画面がイン
フォセンターに表示される。
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g035066

図図図 162

8. キーを オフ 位置に回す。

28
GeoLink機機機器器器ののの電電電源源源オオオンンン
必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. イグニッションキーをオンの位置に回す。

2. 以下の各機器に電源が入ったことを確認する

• コントロールコンソール - グラフィックとテキス
トを表示する

g423361

図図図 163

• 衛星受信機—PWRインジケーターが点灯

g423320

図図図 164

• モデム—LED インジケーターが点灯

g306264

図図図 165

1. LEDインジケーター助手席ベース

• 自動セクションコントローラー - ステータスイ
ンジケーターが点灯

g491700

図図図 166

1. マシン後方 2. STATUS インジケータブーム
自動コントローラ

3. キーを オフ 位置に回す。

4. 以下の機器で電源が切れたことを確認する

• コントロールコンソール

• 衛星受信機

• 自動セクションコントローラ
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29
ソソソフフフトトトウウウェェェアアアセセセッッットトトアアアッッップププののの完完完了了了

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

GeoLinkシステムのソフトウェアガイドを参照方

次の手順を完了する

1. ソフトウェアのバージョンを確認する。

2. 単位系を選択する。

3. フィールドを作成する。

4. 新しい製品と適用率を作成する。

5. 散水タスクを作成する。

6. 散水システムをチェック中。

7. 攪拌バイパスバルブのバランス調整を行う。

8. フローメータを校正する。

9. 携帯電話通信の状態を確認する。

10. 代理店ロケーションでコンパスを校正する。

11. 顧客の場所で NVRAM をクリアする。

12. 顧客の場所でコンパスを校正する。
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Toro 製製製品品品保保保証証証
2 年間または 1,500 時間限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

*Toro社は、Toro社の製品以下「製品」と呼びますの材質上または製造上
の欠陥に対して、2年間または 1,500運転時間のうちいずれか早く到達した
時点までの品質保証を共同で実施いたします。この保証は、エアレータ以外
のすべての機器に適用されますエアレータ製品については別途保証があ
ります。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製品」
の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運賃
が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラーに対して、お客様から連絡をして頂くこと
が必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問
がある場合には、以下に問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warrnty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

製品のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調整を実
行する責任があります。必要な整備や調整を怠ったことが原因で発生した不
具合などの問題点はこの製品保証の対象とはなりません。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい項項項目目目ととと条条条件件件

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品を使用したことまたはToroの純正部
品以外のアクサセリや製品を搭載して使用したことが原因で発生し
た故障や不具合。

• 推奨された整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不
具合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 製品を正常に使用したことによって消耗した交換パーツ通常の使用に
伴って磨耗消耗する部品類とは、ブレーキパッドおよびライニング、ク
ラッチライニング、ブレード、リール、ローラおよびベアリングシールドタ
イプ、グリス注入タイプ共、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタ
ホイール、ベアリング、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、
液剤散布用の部品としてダイヤフラム、ノズル、フローメータ、チェック
バルブが含まれますが、これらに限定されません。

• 以下のような外部要因が原因で発生する不具合天候、格納保管条件、
異物、未承認の燃料、冷却液、潤滑剤、添加物、水、薬品などの使
用を含むがこれらに限定されない。

• エンジンのための適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルな
どを使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために
発生した不具合。

• 通常の使用に伴う運転音や振動、汚れや傷、劣化。通常の使用に
伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、マシンの塗装、ステッカー
類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって取り付けられた部品は、この製品保証によ
り当初の保証期間終了まで保証され、取り外された部品は弊社の所有となり
ます。部品やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。
弊社は保証修理のために再調整した部品を使用する場合があります。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーー
ののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオンバッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッテ
リーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わり
ます。バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充電が
必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。このような
通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲です。
注リチウムイオンバッテリーバッテリーの保証内容をご確認ください。

クククララランンンクククシシシャャャフフフトトトのののララライイイフフフタタタイイイムムム保保保証証証プププロロロススストトトララライイイプププ 02657 モモモ
デデデルルルのののみみみ

Toro社の純正摩擦ディスクおよびクランク安全ブレードブレーキクラッチ統合
ブレードブレーキクラッチBBC摩擦ディスクアセンブリを当初から搭載し、当
初の購入者がToro社の推奨する運転方法および定期整備を遵守してご使
用されたプロストライプ製品には、クランクシャフトの曲がり不具合に対する
ライフタイム保証が適用されます。摩擦ワッシャ、ブレードブレーキクラッ
チBBCその他のデバイスを搭載した製品には、このクランクシャフトのライ
フタイム保証は適用されません。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

一一一般般般条条条件件件

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

Toro社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。当当当社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

排排排ガガガススス保保保証証証にににつつついいいてててのののごごご注注注意意意

製品の排出ガス制御システムは、米国環境保護庁 (EPA) および/またはカ
リフォルニア大気資源委員会 (CARB) によって確立された要件を満たす別
の保証の対象となる場合があります。上記の時間制限は、排ガス浄化シ
ステムの保証には適用されません。製品に同梱またはエンジンメーカーか
らの書類に同梱されている、エンジンの排ガス浄化システムの保証につ
いての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は弊社の正規サービスセンターにご相談ください。
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